
（
一
）

立
正
大
學
教
授
淺
井
要
鱗
氏
は
、
「
大
崎
學
報
」
第
九
十
二
號
に
お
い
て
、
「
慧
檀
噸
流
と
日
蓮
聖
人
の
教
學
一
と
題
す
る
注
目
す
べ
き

（
一
一
）

研
究
を
發
表
せ
ら
れ
た
。
そ
の
大
腿
の
要
領
は
、
聖
人
の
遺
文
と
い
は
れ
る
も
の
鴬
中
に
、
「
修
櫛
寺
決
」
の
如
き
、
台
・
密
。
禅
・
念
。
合
談

の
日
本
中
古
天
台
の
口
傳
法
門
に
近
き
も
の
が
あ
っ
て
、
「
開
目
抄
」
「
本
尊
抄
」
等
の
標
準
遺
文
の
教
相
主
義
と
異
れ
る
思
想
が
あ
る
の

を
、
古
來
の
學
者
が
そ
こ
に
『
教
學
上
見
逃
す
べ
か
ら
ざ
る
一
線
を
劃
し
得
ざ
り
し
爲
め
、
遂
に
聖
人
教
學
の
賛
鵠
を
把
握
し
得
な
か
つ

（
三
）
（
岡
）
（
五
）

た
』
人
舞
、
例
せ
ば
三
井
敬
光
師
乃
至
最
近
の
前
田
慧
雲
ｏ
島
地
大
等
・
上
杉
文
溌
謡
氏
を
し
て
、
聖
人
の
思
想
ご
『
日
本
天
台
の
思
想
と

殆
ど
異
ら
ず
』
と
断
ぜ
し
め
、
甚
だ
し
き
は
『
修
禅
寺
決
は
日
徒
の
偽
作
』
な
ど
い
ふ
如
き
錯
誤
に
隆
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
更

（
七
）
（
八
）
（
九
）
（
一
○
）

に
進
み
て
佐
渡
阿
闇
梨
日
浦
師
、
八
品
日
隆
師
，
本
隆
寺
日
修
師
、
乃
至
は
綱
要
日
導
師
等
が
、
「
修
輝
寺
決
」
の
思
想
を
わ
が
本
化
の

教
學
中
に
肯
定
せ
る
方
面
の
あ
る
こ
と
に
、
そ
れ
等
の
錯
誤
的
断
定
を
招
い
た
原
因
あ
り
と
し
、
『
十
八
圓
滿
抄
等
に
お
け
る
天
台
教
學

（
一
一
）

槻
と
、
本
尊
抄
等
に
お
け
る
天
台
教
學
槻
と
は
、
根
抵
に
於
て
異
っ
て
ゐ
る
』
の
を
『
同
一
覗
す
る
や
う
で
は
、
聖
人
の
畢
系
を
正
営
に

把
握
す
る
こ
と
は
出
來
ま
い
と
恩
ふ
』
と
説
き
、
経
り
に
遺
文
中
に
『
慧
心
流
繼
承
の
諸
篇
と
、
檀
那
流
繼
承
と
目
す
べ
き
諸
篇
と
が
、
そ

卓

「
立
正
淑
抄
」
に
封
す
る
疑
議
に
就
い
て

司
立
正
観
抄
」
に
對
す
る
疑
議
に
就
い
て

緒

論

山
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應



れ
ぞ
れ
の
教
學
的
傾
向
を
保
有
し
て
、
對
蹄
的
關
係
を
示
し
て
ゐ
る
》
毒
の
二
つ
の
傾
向
に
就
い
て
、
境
に
『
聖
人
猫
自
の
教
學
的
本
面

目
を
知
る
爲
め
に
も
究
明
』
す
る
の
が
、
『
御
遺
文
研
究
上
の
一
課
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
』
と
せ
ら
奴
て
ゐ
る
、
榊
鮮
海
降
溌
か
鍵
畔

で
あ
る
◎

今
、
吾
等
は
教
授
の
提
議
の
至
艘
に
つ
い
て
本
誌
上
に
論
究
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
教
授
が
そ
の
検
討
せ
ら
る
べ
き
遺
文
の

、
、
勺
、
．
、
、
、
、
、
、

一
例
と
し
て
學
げ
ら
れ
た
る
、
「
立
正
槻
抄
」
に
對
す
る
疑
議
に
就
い
て
、
卿
か
所
見
を
開
陳
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

教
授
に
依
る
と
、
こ
の
「
立
正
棚
抄
」
の
中
の
所
破
の
意
見
と
し
て
徴
畢
せ
ら
れ
た
る
、
『
止
槻
勝
法
華
』
説
は
、
「
二
帖
抄
見
聞
」
中

纒
及
び
「
御
書
抄
」
第
廿
五
巻
「
天
台
宗
名
目
類
聚
抄
」
一
末
，
「
止
観
見
聞
」
一
韓
鶚
に
從
へ
ば
仙
波
の
尊
海
の
創
唱
で
あ
る
。
し

（
一
三
）
（
一
四
》
（
一
五
）
Ｖ
、
、
、
、
、
、
や
、
、
、

二
七
）

か
る
に
そ
の
零
海
が
心
賀
法
印
か
ら
叡
山
で
七
箇
法
門
の
相
承
を
受
け
た
の
は
、
延
慶
三
年
そ
の
五
十
八
歳
の
時
だ
か
ら
、
『
止
観
勝
法

華
劣
』
の
義
を
唱
へ
た
の
は
、
當
然
そ
の
以
後
で
あ
る
べ
き
筈
で
あ
る
の
に
、
『
聖
人
が
立
正
槻
抄
及
び
同
逢
壯
を
書
か
れ
た
の
は
丈
永

十
二
年
・
・
：
・
・
尊
海
二
十
三
歳
の
時
で
あ
る
。
五
十
八
歳
で
初
め
て
心
賀
か
ら
付
法
相
博
せ
ら
れ
た
尊
海
が
、
（
そ
の
）
二
十
三
歳
以
前
に
止

棚
勝
法
華
の
義
を
唱
へ
た
と
は
老
へ
ら
れ
な
い
。
然
る
に
立
正
槻
抄
に
は
、
そ
の
義
が
所
破
と
な
っ
て
現
は
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
黙
い
か
に

解
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
そ
の
他
立
正
槻
抄
及
び
同
逢
欣
を
理
解
す
る
爲
め
に
は
、
な
ほ
種
衣
の
問
題
が
あ
る
も
の
と
考
へ
ら
る
麓
が
、

二
八
）

こ
浄
に
は
た
ご
一
間
を
投
じ
て
學
者
の
精
研
を
希
望
す
る
に
止
め
て
置
く
』
と
論
じ
て
、
「
立
正
槻
抄
」
の
憶
疑
を
提
示
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

、
、
、
、
、
、
ｖ
、
ｖ
、

そ
の
『
學
者
の
精
研
を
希
望
す
る
』
と
あ
る
語
氣
か
ら
す
る
と
、
或
は
教
授
會
下
の
學
人
に
課
題
せ
ら
れ
た
意
か
も
知
れ
な
い
が
、
「
大

崎
學
報
」
は
宗
門
屈
指
の
學
的
機
關
で
あ
る
か
ら
、
今
は
鹿
く
教
學
界
へ
提
議
せ
ら
れ
た
も
の
と
認
め
て
、
そ
れ
に
對
し
て
本
文
を
艸
す

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

「
立
疋
籾
抄
」
に
對
す
る
疑
雛
に
就
い
て

二

七



「
立
正
棚
抄
」
に
就
い
て
の
眞
憶
が
決
せ
ら
れ
る
に
つ
い
て
は
、
ま
づ
文
献
的
考
察
を
し
て
見
ぬ
ぱ
な
ら
ぬ
が
、
現
存
最
古
の
爲
本
と

お
も
は
る
斡
も
の
は
、
身
延
山
久
遠
寺
に
減
せ
ら
れ
る
そ
れ
で
あ
ら
う
。
そ
の
文
字
は
恐
ら
く
、
修
補
校
正
さ
れ
た
泰
堂
居
士
の
「
迩
文

録
」
と
は
数
十
百
字
の
相
蓮
が
あ
ら
う
が
、
縮
刷
本
と
は
僅
交
の
相
逮
に
過
ぎ
ぬ
や
う
で
あ
り
、
そ
の
奥
書
に
は
左
の
通
り
あ
る
。

勿
論
、
教
授
の
論
旨
が
吾
等
の
學
的
貢
献
に
直
接
相
鯛
る
夢
も
の
が
な
け
れ
ば
、
必
ず
し
も
こ
の
筆
は
執
ら
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
、
だ

が
、
教
授
の
所
論
は
吾
等
が
二
十
九
年
前
「
妙
宗
」
第
十
三
編
の
「
叡
山
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
の
師
友
の
研
究
」
の
後
部
（
一
‐
日
蓮
聖
人

研
究
」
第
一
巻
に
は
牧
め
ざ
り
し
部
分
、
近
く
「
信
人
」
誌
上
に
之
を
收
載
す
る
で
あ
ら
う
）
、
及
び
「
日
蓮
聖
人
傳
十
識
字
本
化
聖
典

（
二
○
）

大
僻
林
」
「
三
大
秘
法
概
縦
」
）
等
に
論
ぜ
る
所
と
直
接
の
關
係
を
有
す
る
爲
め
、
學
的
責
任
上
こ
れ
を
閥
明
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
必
要
を
生

じ
た
と
こ
ろ
へ
、
恰
も
「
棲
祁
」
か
ら
寄
稿
を
依
嘱
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
や
、
号
、
、
、
、

吾
等
の
從
來
研
究
し
來
つ
た
と
こ
ろ
に
依
れ
ば
、
「
立
正
観
抄
」
の
所
破
の
思
想
、
即
ち
身
・
土
。
教
・
機
に
亙
っ
て
、
「
止
観
」
が
「
法

、
、
勺
、
、
、
、
、
、
、
勺
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｖ
、
、
、
、
○
０
０
０
０
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

華
經
」
に
勝
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
説
を
創
唱
し
た
も
の
は
、
仙
波
尊
海
の
師
の
心
賀
の
師
な
る
粟
田
口
靜
明
で
あ
っ
た
ら
う
と
し
た
の
で
あ

、
、
、
ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
か
ら
、
「
立
正
槻
抄
」
の
文
永
十
二
年
に
、
そ
の
思
想
が
所
破
と
な
っ
て
ゐ
て
も
毫
も
支
障
は
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
今
こ
れ

に
つ
い
て
、
文
献
的
考
察
と
歴
史
的
考
察
の
雨
方
面
か
ら
、
少
し
く
研
究
の
一
端
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

「
立
正
鯉
抄
」
に
對
す
る
疑
議
に
就
い
て

一
、
文
献
的
考
・
察

１
、
「
立
正
親
抄
」
の
現
存
最
古
の
篇
本

本

睾
輌

二

八



し
か
し
、
第
一
の
疑
に
對
し
て
は
他
の
古
嘉
本
に
お
い
て
も
往
燕
か
登
る
例
の
あ
る
こ
と
を
見
る
か
ら
、
必
ず
し
も
之
を
以
て
確
定
的

、
、
ｖ
ｖ
、
、
、

の
疑
案
と
す
る
こ
と
も
出
來
な
い
し
、
第
二
の
疑
に
對
し
て
は
、
「
統
紀
」
そ
の
も
の
麓
記
事
の
歴
史
的
信
用
程
度
を
考
へ
艇
ば
な
ら
ぬ
。

も
と
潮
師
の
こ
の
書
を
作
ら
れ
た
の
は
、
主
と
し
て
整
然
た
る
教
化
的
の
宗
史
を
成
功
す
る
に
あ
っ
て
、
必
ら
ず
し
も
事
資
の
眞
溌
性
に

、
、
勺
、
、
、
、

重
き
を
燈
い
た
も
の
と
は
認
め
が
た
い
や
う
で
あ
る
。
と
い
ふ
の
は
現
に
第
九
巻
の
日
昭
尊
者
世
家
に
お
い
て
は
、
た
ざ
一
紙
の
「
本
門

數
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

正
中
二
年
乙
丑
三
月
於
二
洛
中
三
條
京
極
最
蓮
房
之
本
一
御
自
筆
夢
有
人
害
唾
之
ラ
今
チ
レ
時
正
中
二
年
ｆ
十
二
月
廿
日
書
二
鰯
鬼
之
↓
也

身
延
山
城
蝿
に
礁
重
篤
也
』

正
中
二
年
は
聖
滅
四
四
年
、
尊
海
が
心
賀
の
付
法
を
受
け
た
延
慶
三
年
（
塞
罐
）
か
ら
十
五
年
後
、
そ
の
裏
せ
る
正
慶
元
年
（
》
識
）
か
ら
七

年
前
で
あ
り
、
元
徳
二
年
は
正
中
二
年
の
六
年
後
で
あ
る
か
ら
、
當
時
尊
海
の
創
唱
し
た
も
の
に
對
し
て
、
聖
人
門
下
の
何
人
か
ざ
名
を

聖
人
に
假
り
て
之
を
億
作
し
た
も
の
と
し
て
も
℃
こ
の
篇
本
に
『
御
自
筆
』
と
ま
で
あ
る
の
は
少
し
い
か
ざ
か
と
思
は
れ
る
。
但
し
こ
の

爲
本
に
對
し
て
は
、
そ
の
初
韓
本
を
蔦
し
た
人
が
『
有
人
』
と
あ
る
の
み
で
名
が
な
く
、
つ
ぎ
に
第
二
韓
本
を
篇
し
た
人
も
軍
声
嘉
之
』

と
の
み
で
同
じ
く
名
が
な
く
、
こ
の
第
三
轄
本
も
『
身
延
山
：
…
：
：
重
罵
也
』
と
あ
っ
て
こ
れ
も
名
が
な
い
。
そ
の
黙
は
疑
は
し
い
と
感

じ
る
人
か
ら
は
、
そ
の
疑
案
の
第
一
に
数
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
つ
ぎ
に
『
於
洛
中
三
條
京
極
最
蓮
房
之
本
』
と
あ
る
が
、
身
延
六
牙
日

潮
師
の
「
別
頭
統
絃
》
（
率
十
）
の
最
蓮
房
傳
に
は
、
丈
永
十
二
年
に
最
蓮
房
も
佐
渡
か
ら
赦
さ
れ
て
、
直
ち
に
身
延
に
至
り
『
定
省
奉
侍
』

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、

、
、
、
、
、
、
？
、
、
、
、
、
勺
、
、
、
、
、
ｖ
、
、
、
、

し
、
既
に
茅
を
下
山
の
地
に
結
び
、
奪
海
が
心
賀
の
付
法
を
得
た
二
年
前
の
延
慶
元
年
四
月
化
す
と
あ
る
か
ら
、
潮
師
は
こ
の
身
延
山
の

「
立
正
槻
抄
」
の
古
嘉
本
を
見
て
ゐ
な
い
も
の
、
或
は
見
て
も
取
用
し
な
か
っ
た
も
の
と
せ
胆
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
に
疑
案
の
第
二
が
ま
た

『
立
正
槻
抄
一
帖

「
立
正
獅
抄
」
に
對
す
る
疑
議
に
就
い
て

二

九



●

「
立
正
槻
抄
」
に
對
す
る
疑
織
に
就
い
て
三
○

、
、
、
、
、
、
、
、
（
二
三
）
０
０
、
勺
、
、
ｏ
Ｏ
Ｏ
○

圃
頓
戒
相
承
血
脈
譜
」
の
全
文
を
出
し
て
、
そ
の
下
に
『
昭
尊
親
書
今
現
一
存
黒
子
池
上
ノ
職
中
考
其
文
庚
診
英
』
と
書
い
て
あ
る
が
、
『
其

文
廣
英
』
と
は
何
の
意
味
か
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
そ
の
賛
文
中
に
昭
師
の
眞
蹟
に
、
『
法
印
』
『
權
律
師
』
と
自
書
せ
る
疑
を
徴
し
、
『
師

。
０
０
○
℃
、
勺
、
、
（
二
四
）

曾
テ
在
毒
叡
山
一
登
謹
受
戒
ス
、
釜
一
法
印
↓
除
考
犀
權
律
師
壽
後
叉
溌
頃
毛
之
夛
、
何
ノ
不
可
ヵ
之
レ
有
ラ
ン
』
と
答
へ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
そ
の
記
事

ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
や
▽
勺
、
、
、
、
、

中
昭
師
の
叡
山
を
下
っ
た
の
は
蔵
十
八
の
時
と
し
て
あ
る
か
ら
、
十
八
で
法
印
・
權
律
師
と
な
っ
た
こ
と
に
な
る
と
い
ふ
が
如
き
、
事
資

上
あ
り
得
な
い
奇
怪
な
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
ま
た
昭
師
の
た
ざ
一
紙
の
「
本
門
圓
頓
戒
相
承
血
脈
譜
」
を
掲
ぐ
る
や
う
な
ら
ば
、
身
延

、
、
、
や
、
、
、
、
（
二
韮
）
、
、
、
、
１
、
、
、
Ｖ
、
、
や
、
、
や
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
や
、
や
、
、
ｖ
、

山
第
二
瓶
日
向
尊
者
の
「
金
鋼
集
」
の
如
き
大
著
は
必
ら
ず
縦
せ
い
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
が
、
筆
は
そ
の
片
影
に
も
及
ん
で
ゐ
な
い
。
ま

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
勺
、
（
二
六
）

た
昭
尊
記
事
中
に
は
御
一
週
忌
に
「
録
内
」
百
四
十
数
通
を
定
め
ら
れ
た
と
し
て
あ
る
か
ら
、
「
立
正
槻
抄
」
を
疑
っ
た
も
の
で
も
な
い
。

、
、
、
、
、
、
ｖ
、
や
、
、
、
、
、
勺
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

畢
寛
し
て
「
立
正
襯
抄
」
古
爲
本
の
如
き
に
も
注
意
が
及
ん
で
ゐ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
且
つ
「
下
山
本
國
寺
開
山
日
築
上
人
傳
」

（
二
七
）
、
、
、
、
、
、
、
可
、

（
麺
駐
罐
）
に
は
、
『
或
ハ
云
ク
志
茂
山
本
國
寺
開
山
者
、
西
林
房
日
芳
』
と
い
ふ
異
議
が
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
最
蓮
房
の
京
都
へ
歸
還

、
、
勺
、
、
、
勺
、
、
や
、
、
、
、
勺
ｖ
勺
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
な
か
っ
た
こ
と
を
、
必
ら
ず
し
も
確
定
的
に
主
張
し
得
る
わ
け
で
も
な
い
。
ま
た
或
は
こ
の
古
篇
本
の

『
正
中
二
年
乙
丑
三
月
於
洛
中
三
催
京
極
最
蓮
房
之
本
』

、
、
、
、
、
、
や
、

、
や
、
、
、
、
、
、
１
、

と
あ
る
の
は
、
最
蓮
房
寂
後
十
七
年
で
あ
る
か
ら
疑
ふ
く
し
と
す
る
人
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
そ
れ
は
「
統
紀
」
の
寂
年
を
資
と
す
る

、
、
か
ら
の
こ
と
で
、
「
統
紀
」
の
記
事
深
く
信
懇
す
る
に
足
り
ぬ
と
す
れ
ば
、
こ
の
正
中
二
年
は
日
興
尊
者
の
如
き
も
八
十
一
歳
で
あ
り
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
１
、
、
、
、

朗
門
九
老
の
日
澄
師
の
如
き
も
八
十
七
歳
で
生
存
し
て
ゐ
る
頃
だ
か
ら
、
最
蓮
房
も
長
命
で
あ
れ
ば
存
生
し
て
ゐ
た
ら
う
し
、
ま
た
『
最

も
宮

、
、
、
、
、
や
、
、
や
、
、
、
、
ｖ
ｖ
Ｙ
、
、

蓮
房
之
本
』
と
い
ふ
意
味
は
、
必
ら
ず
し
も
最
蓮
房
が
存
生
し
て
ゐ
な
く
っ
て
も
、
そ
の
房
の
繼
承
者
が
あ
れ
ば
、
そ
の
虚
で
『
御
自
筆
』

１
、
勺
、
、
℃
、
、
、
、
ｖ
、
、
、
、
、
、

の
本
を
篇
し
た
と
し
て
も
通
じ
る
の
で
あ
る
。



（
二
八
）

そ
こ
で
つ
ぎ
に
は
古
く
御
遺
文
の
名
を
列
ね
た
る
、
富
士
日
興
師
の
「
富
士
一
跡
門
徒
存
知
事
」
や
、
中
山
の
日
常
．
日
肺
雨
師
の
「
本

（
二
九
×
三
○
）
、
、
、
、
、
、
３
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

零
聖
教
録
」
の
中
に
、
そ
の
名
が
見
え
て
ゐ
る
か
否
か
を
老
へ
る
と
、
そ
の
何
れ
に
も
「
立
正
槻
抄
」
の
名
は
見
え
て
ゐ
な
い
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｖ
、
ｖ
、
Ｖ
、
、
、
、
、
ｖ
、
、

し
か
し
そ
れ
が
見
え
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
、
決
し
て
本
抄
が
後
人
の
偽
作
だ
と
い
ふ
疑
問
の
根
擦
に
は
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
「
門

徒
存
知
事
」
は
僅
友
十
部
の
御
書
を
列
ね
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
し
、
常
師
「
本
尊
聖
教
録
」
も
ま
た
主
と
し
て
冨
木
氏
へ
の
賜
書
を
列
ね
、

、
、
、

、
、

、
や
、
、

そ
の
外
の
遼
文
は
十
二
通
を
牧
め
た
に
過
ぎ
ず
、
消
息
と
合
し
て
六
十
餘
邇
、
そ
の
「
録
内
」
に
加
へ
ら
れ
た
も
の
は
二
十
五
通
。
更
に

、
、
、
、

、
、

相
當
多
く
集
録
せ
ら
れ
た
耐
師
の
「
本
尊
聖
教
鋒
」
に
收
め
ら
れ
た
も
の
も
、
之
に
加
ふ
る
こ
と
約
七
十
餘
邇
で
、
し
か
も
そ
の
「
録
内
」

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｖ

に
加
へ
ら
れ
た
も
の
種
明
瞭
な
の
は
四
十
餘
邇
で
あ
る
。
そ
し
て
耐
師
入
滅
の
聖
滅
八
七
年
か
ら
、
僅
か
に
二
十
七
年
を
経
過
し
た
る
聖
滅

、
、
、
、

（
三
二
０
０
０
０

二
四
年
の
應
永
三
年
の
什
門
日
金
師
の
「
日
什
門
徒
建
立
由
緒
」
に
は
、
す
で
に
『
録
内
録
外
』
と
い
ふ
語
が
出
て
居
る
し
、
更
に
七

、
、
、
、
（
三
二
）
、
、
、
、
、
ｖ
、
、
、
、
、
、
、
ｖ
、
、
、

十
餘
年
後
に
寂
し
た
身
延
日
朝
師
の
「
録
内
」
篇
本
の
中
に
は
、
「
立
正
獅
抄
」
も
加
は
り
且
つ
現
存
し
て
ゐ
る
か
ら
、
「
日
什
門
徒
由

勺
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｖ

、
、
、
、
、
、
、
、
や
、
、
Ｖ
、

以
上
の
如
く
考
察
す
る
時
は
、
こ
の
篇
本
は
そ
の
紙
質
や
ら
文
字
の
時
代
や
ら
、
身
延
山
に
お
け
る
同
時
代
の
他
の
爲
本
と
比
較
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
元
徳
二
年
の
も
の
と
見
て
よ
い
か
ど
う
か
ざ
考
定
せ
ら
れ
い
ば
な
ら
ぬ
。

Ｖ
、
や
、
、
勺
や
、
、
、
、
、
、

Ｖ
、
、
、
、
、
、
、
ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
し
て
そ
れ
が
考
定
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
前
に
い
っ
た
聖
人
門
下
の
人
が
、
尊
海
の
止
観
勝
読
が
流
布
し
た
に
對
し
て
、
之
を
偽
作

、
、
勺
、
、
、
、
、

、
ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
や
、
、
ｖ
、

し
た
も
の
で
な
い
か
、
な
ど
と
い
ふ
疑
ひ
も
、
蕊
に
年
代
上
か
ら
は
容
れ
得
る
餘
地
は
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
歴
史
的
考
察
に
ょ
つ

、
ｖ
Ｖ
Ｔ
Ｖ
や
、
、
、
や
、
、
も

て
自
然
に
解
淌
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
．

「
立
正
獅
抄
」
に
鋤
す
る
疑
議
に
就
い
て

一

２
＄
「
立
正
槻
抄
」
は
何
故
に
常
耐
雨
師
の
「
本
尊
聖
教
録
」

及
び
日
興
師
の
「
門
徒
存
知
事
」
に
記
さ
れ
ざ
る
か

一
一
一
一

、



「
立
正
籾
抄
」
に
封
す
る
疑
議
に
就
い
て
三
二

、
、
？
Ｖ
、
、
、
、
、
、
や
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
弓
、
、
、
や

緒
」
の
頃
既
に
成
立
し
て
ゐ
た
「
録
内
‐
一
中
に
も
、
お
そ
ら
く
「
立
正
槻
抄
」
は
加
は
っ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
何
と
な
れ
ば
そ
の
以

後
の
各
派
の
著
書
中
、
「
立
正
溌
抄
」
の
「
録
内
」
た
る
こ
と
に
＄
何
等
の
異
論
が
渦
て
ゐ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

要
す
る
に
「
門
徒
存
知
事
」
は
十
書
を
列
ね
た
の
み
で
、
そ
の
他
は
疑
書
だ
と
い
ふ
意
味
で
な
く
、
常
。
．
茄
二
師
の
「
本
尊
聖
教
録
」

に
「
立
正
槻
抄
」
を
收
め
て
ゐ
な
い
の
も
、
そ
れ
は
京
都
の
最
蓮
房
の
所
に
あ
っ
た
も
の
で
、
傳
嶌
の
便
宜
が
な
か
っ
た
の
で
も
あ
ら
う
。

、
、
、
、
、
、
ｖ
、
ｖ
、
勺
、
、
、
、
や
、
、

ま
た
祓
師
は
身
延
と
は
相
當
に
交
通
し
て
ゐ
た
に
係
ら
ず
、
身
延
所
在
の
眞
蹴
御
書
全
部
は
牧
め
て
ゐ
な
い
黙
か
ら
い
っ
て
も
（
例
せ
ば

、
、
、
、
、
、
１
、
、
、
、
、
、
、
、
、
勺
、
、
Ｖ
、
、
、
、
、

「
光
日
房
書
」
の
如
き
は
茄
師
録
に
な
い
）
、
身
延
存
在
の
「
立
正
槻
抄
」
第
三
縛
本
が
一
‐
祓
師
録
」
に
牧
め
ら
れ
て
ゐ
な
く
て
も
、
決
し

勺
、
可
、
、
、
、

、
、
、
ｖ
、
、
、
、
、
、
、
Ｖ
、
、
、
、
、
、

て
不
思
議
は
な
い
。
そ
し
て
「
録
内
」
に
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
資
は
、
少
く
も
聖
人
滅
後
一
百
十
数
年
後
の
頃
は
、
聖
門
各
派
に

、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
１
、
や
、
、
、
ｑ
、
、
、
、
、
、
、

お
い
て
、
之
を
遺
文
と
す
る
に
異
論
の
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

、
、
ｖ
Ｖ
ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
、

つ
ぎ
に
は
「
立
正
槻
抄
」
の
文
章
は
、
果
し
て
聖
文
と
し
て
疑
ふ
べ
き
と
こ
ろ
が
な
い
か
ど
う
か
ゴ
老
へ
ら
れ
い
ば
な
ら
ぬ
。
お
も
ふ

、
、
、
３
，
ｖ
、
Ｔ
Ｖ
、
、
、
、
勺
、
、
、

に
眞
蹟
存
在
の
遺
文
や
、
「
録
内
」
の
多
く
の
遺
文
の
文
章
に
較
べ
る
と
、
本
抄
の
文
章
は
少
し
く
異
る
も
の
が
あ
る
か
の
如
く
に
感
ぜ

、
、
、
、
、
、
、
、

△
△
△
△
、
、
勺
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
一
番
著
し
い
も
の
は
、
文
勢
。
文
氣
に
お
い
て
、
多
く
の
遺
文
の
如
き
豪
爽
暢
達
の
と
こ
ろ
が
柳
か
妖
け
て

、
、
１
可
、

△
△
△
△

は
ゐ
ま
い
か
と
お
も
は
れ
る
こ
と
で
、
用
語
も
聖
人
の
遼
文
と
し
て
別
に
怪
し
ま
る
麓
著
し
い
も
の
も
な
く
、
文
艘
は
営
時
の
書
取
文
的

△
△
△
△
、

の
も
の
で
、
文
脈
、
文
格
も
ま
た
必
ず
し
も
疑
ふ
べ
き
で
稔
な
い
や
う
だ
。
そ
の
豪
爽
暢
逢
の
氣
勢
に
縦
け
る
や
う
に
見
え
る
の
は
、
論

、
、
、
、
、
、
、
、
、
や
勺
、
、
Ｖ
、
、
、

明
會
通
を
主
と
せ
ら
れ
た
篤
め
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
が
、
し
か
も
な
ほ

『
天
台
大
師
ハ
鍵
山
ノ
蛎
衆
ト
シ
ナ
雌
し
宣
琴
卜
如
來
出
世
ノ
本
懐
々
時
不
聡
至
ぅ
故
一
、
妙
法
〃
名
字
ラ
替
テ
號
季
止
観
も
迩
化
ノ
衆
ナ
＃
故
一
本
化
ノ

３
、
「
立
正
襯
抄
』
の
文
章
は
果
し
て
聖
文
と
し
て
疑
ひ
な
き
か



、
、
、
、
、

付
属
ラ
バ
不
二
弘
ノ
給
考
正
直
ノ
妙
法
ラ
止
槻
卜
読
マ
ギ
ラ
カ
ス
。
故
二
有
ノ
マ
、
ノ
不
誤
妙
法
ざ
帯
椛
ノ
法
二
似
タ
リ
。
故
二
知
シ
ヌ
天
台
弘
邇
ノ
所

、
、
、
、
、
１
Ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
三
三
）

化
ノ
機
ハ
、
如
宰
在
世
帯
椛
間
機
↓
也
・
本
化
弘
通
ノ
所
化
ノ
機
ハ
法
華
本
門
ノ
直
機
也
』

○
○
○
○
０
０
０
○
○
０
０
０
○
○
０
０

『
問
。
何
ラ
以
テ
得
酔
知
塒
ラ
妙
法
ハ
勝
諺
，
卜
一
心
三
槻
一
云
う
事
箔
答
。
妙
法
ハ
所
詮
〃
功
徳
也
。
三
槻
ハ
者
行
者
ノ
槻
門
ナ
墨
が
故
也
。
此
ノ
妙
法
ヲ

佛
説
テ
云
ク
、
道
場
所
得
法
、
我
法
妙
難
思
、
是
法
非
思
蛍
、
不
可
以
言
宣
卜
云
云
。
天
台
ノ
云
、
妙
ト
ハ
者
不
可
思
議
、
言
語
道
断
心
行
所

、
、
、
、
、

減
ナ
リ
。
法
ト
ハ
者
十
界
十
如
因
果
不
ニ
ノ
法
也
卜
。
三
諦
卜
云
陰
、
三
槻
卜
云
曜
、
三
千
卜
云
じ
、
不
可
思
議
卜
云
フ
モ
、
天
台
ノ
己
證
ハ
天
台
ノ
御
思
慮
ノ

、
、
、
》
、
、
亨

０
０
０
○
○
Ｏ
○
○
０
０
０
Ｏ

所
坪
及
プ
法
門
也
。
此
ノ
妙
法
か
諸
佛
勿
師
也
。
如
孝
ラ
バ
今
ノ
経
文
↓
久
遠
賛
成
ノ
妙
覺
極
果
ノ
佛
之
境
界
ニ
シ
テ
非
孝
爾
前
述
門
之
教
主
諸
佛
菩
薩
ノ

ｖ
や
、
、
、
、
、
、
、
、
０
０
０
０
０
０
０
０
０

境
界
言
經
二
唯
佛
與
佛
乃
能
究
誰
ト
ハ
者
、
迩
門
ノ
界
如
三
千
ノ
法
門
ラ
バ
、
述
門
ノ
佛
菰
當
分
究
寛
ノ
遜
診
説
盗
也
。
本
地
難
思
ノ
境
智
ノ
妙
法
ハ
通

０
０
０
Ｏ
○
Ｏ
、
、
ｖ
、
や
、
、

佛
等
ノ
思
慮
二
不
し
及
パ
、
何
一
況
ャ
菩
薩
凡
夫
謬
乎
。
止
観
之
二
字
ジ
、
観
名
佛
知
止
名
佛
見
卜
樺
ス
レ
ド
悪
迩
門
ノ
佛
知
佛
見
ニ
シ
テ
非
證
妙
覺
極
果
ノ

知
見
預
也
。
其
ノ
故
ハ
止
観
〈
天
台
己
證
ノ
界
如
三
千
三
諦
三
槻
夛
爲
し
正
、
迩
門
ノ
正
意
是
也
。
故
二
知
ン
ヌ
迩
佛
ノ
知
見
也
卜
云
事
ヲ
。
但
・
シ
止
観
二

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
勺
、
９
、
、
、
（
三
四
）

絶
待
不
思
議
ノ
妙
観
夛
明
ス
ト
云
フ
毛
、
只
一
念
三
千
ノ
妙
凝
一
且
フ
ク
與
テ
名
説
絶
待
不
思
議
斗
也
』

、
、
、
、
、
ｖ
ｖ
、
、
、
、
、
勺
、
、
、
、
ミ
、
ｖ
、
、
、

と
い
ふ
が
如
き
、
説
明
を
主
と
し
な
が
ら
、
本
化
教
槻
か
ら
の
力
孤
い
断
案
が
下
さ
虹
て
ゐ
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、
遺
文
の
氣
勢
風
格
を
示

す
も
の
と
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

淺
井
教
授
は
「
御
静
捗
」
（
球
）
「
一
一
岫
抄
荊
跡
」
（
鋤
）
の
文
を
出
し
て
、
心
獅
勝
濁
鵡
鈴
か
諭
僻
、
仙
泌
蹴
海
か
鋤
緯
揮
津
識
擬
と
し
、
な

、
や
、
ｖ
、
、
、
、
、
ｖ
、
、
可

勺
、
、
勺
、

ほ
「
天
台
宗
名
目
類
聚
抄
」
（
語
）
「
止
澗
見
聞
’
一
（
鯵
）
に
も
『
こ
の
間
の
消
息
を
窺
ふ
べ
き
文
献
が
あ
る
』
と
い
は
れ
て
、
尊
海
創
唱
論

「
立
正
籾
抄
」
に
對
す
る
疑
識
に
就
い
て

一
一
一
一
一
一

二
、
歴
史
的
考
察

１
、
止
槻
勝
法
華
説
は
果
し
て
仙
波
尊
海
に
創
る
と
す
ぺ
き
か



、
１
、

を
確
定
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
教
授
の
引
か
れ
た
る
一
御
書
抄
」
の
全
文
を
見
る
と
、

『
天
台
宗
二
止
槻
ハ
勝
し
法
華
傘
劣
ル
ト
云
う
義
ヲ
申
シ
出
セ
リ
。
是
ハ
惠
檀
雨
流
ノ
中
檀
那
流
一
天
曾
テ
無
二
沙
汰
一
事
也
。
悪
心
流
ニ

ハ
沙
汰
ス
ル
法
門
也
。
惠
心
流
一
坂
テ
モ
杉
生
流
ノ
法
門
也
。
桧
坐
鋪
二
恥
《
尋
咋
昨
垂
辮
ノ
璽
静
ハ
狂
レ
毒
率
碓
・
恥
蝉
北
谷
撒
乘
房
滝
源

、
、
、
勺
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
や

、
Ｖ
、
、
、
、

、
、
、

ナ
ド
ハ
杉
生
流
ノ
法
門
ナ
レ
鞭
〈
自
然
ノ
時
ハ
云
う
也
。
サ
レ
ド
モ
乍
吟
云
錐
群
信
仰
一
也
。
大
略
ハ
田
舎
學
匠
ノ
云
夕
ル
事
卜
被
”
仰
七
日
住
眼

勺
、
、
Ｖ
、

前
二
聞
タ
リ
云
云
。
去
程
一
是
ハ
今
ノ
田
舍
學
者
ノ
云
夕
ル
事
也
。
夫
ト
者
仙
波
ノ
奪
海
法
印
ノ
申
シ
出
サ
レ
タ
ル
法
門
也
云
云
。
』

、
、
勺
、
、

と
あ
る
。
こ
の
中
の
赦
乘
房
定
源
に
は
弟
子
貞
鉦
の
記
せ
ゑ
八
帖
抄
澆
見
聞
？
）
が
あ
り
。
興
如
院
日
住
師
青
年
時
こ
の
定
源
の
下
に
貞

〈
篁
魏
）

受
と
共
に
學
く
る
事
あ
る
旨
、
そ
の
「
本
尊
抄
見
聞
」
に
書
か
れ
て
ゐ
る
。
「
御
書
抄
」
は
こ
の
日
住
師
の
語
を
載
せ
た
の
で
、
住
師
は
文

１
、
、
、
、
１
、
、
、
１
Ｖ
、
、
１
、
、
、
、
、
や
、
、
、
１
、
、

明
十
八
年
八
十
一
歳
で
死
ん
で
ゐ
る
か
ら
、
そ
の
定
源
に
學
ベ
る
は
應
永
・
永
享
の
間
、
聖
域
一
五
○
年
前
後
で
あ
る
。
そ
し
て
定
源
は

、
、
、
Ｖ
、
Ｙ
、
、
、
、
＄
、
、
、
、
、
、
、

自
然
こ
れ
を
い
ふ
こ
と
は
あ
る
が
信
仰
は
し
て
ゐ
な
か
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
定
源
は
山
上
の
學
者
で
あ
る
の
に
、
『
杉
生
流
ノ
法
門
ナ
レ
や
〈

、
、
ｖ
や
、
、
や
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

自
然
ノ
時
〈
云
う
也
』
と
あ
る
の
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
山
上
學
者
た
る
定
源
が
、
全
く
田
舍
學
者
尊
海
の
申
州
し
た
法
門
を
自
然
の

り
、
、
、
、
、
、
、
、

時
は
い
ふ
と
い
ふ
こ
と
は
、
卿
か
不
審
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
一
‐
二
帖
抄
見
聞
」
の
『
山
上
ノ
邊
一
一
テ
ハ
本
迩
ノ
上
一
一
観
心
ノ
超
過
ノ
法
ア
リ
ト
不
し
言
ハ
。

、
、
、
勺
、
３
Ｖ
、
、

、
、

故
二
天
台
法
華
ノ
不
し
立
毒
不
同
↓
也
』
と
あ
る
の
と
は
、
少
し
趣
き
を
異
に
す
る
と
吾
等
は
認
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
吾
等
は
、
尊
舜
の

△
△
△
△
△
△
、
、
、
勺
、
、
、
、
、
、
、
、
Ｔ
Ｖ
ｖ
、
や
、
、
、
、
Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
○
○
○
、
、
、
、
、

「
摩
訶
止
槻
見
聞
」
に
よ
っ
て
、
こ
の
止
観
勝
法
華
説
の
始
唱
渚
は
、
大
和
庄
俊
範
法
印
の
眞
弟
子
粟
田
口
法
印
靜
明
で
、
靜
明
が
そ
の

、
勺
、
ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
勺
、
、
、
、
、
勺
ｖ
、
、
、
、
、
、
、

弟
子
心
賀
に
博
へ
、
鯨
海
は
こ
れ
を
心
費
か
ら
傳
へ
た
も
の
と
す
る
の
で
、
山
上
に
お
い
て
は
檀
那
流
は
勿
論
の
こ
と
、
悪
心
流
こ
と
に

杉
生
一
流
に
あ
っ
て
も
、
赫
恥
・
心
郷
か
満
か
癖
ケ
浄
句
蠅
獅
か
準
紳
昨
紳
呼
跡
癖
や
励
遮
の
律
鼎
犀
癖
な
ど
で
は
、
こ
れ
を
認
め

、
、
、
、
勺
、
、
、
、
、
、
Ｙ
や
、
、
勺
、
ｖ
や
、
、
、
、
、
、
、
、
勺
、
ｖ
、
、
勺
、
、
や
、
、
、

な
か
っ
た
爲
め
に
、
「
二
帖
抄
見
聞
」
や
一
御
諜
抄
一
の
や
う
な
時
代
で
は
、
専
ら
田
舎
學
者
尊
海
の
始
唱
の
如
く
に
考
へ
ら
る
塗
に
至

、
、
勺
、
、
Ｖ
、
、

、
、
、
Ｖ
、
、
、
、

つ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
考
察
す
る
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
尊
舜
の
一
見
聞
」
は
明
應
年
間
の
識
と
あ
る
か
ら
、
時
代
は
少
し
く
下
り

『
立
正
淑
抄
」
に
對
す
る
疑
議
に
就
い
て

三

四



且

、
、
勺
、
、
、
０
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
や
、
、
ｖ
、
、
、
、
、
や
、
、
、
や
、
、
、
、
、
、
、
、

聖
滅
二
一
○
年
代
で
は
あ
る
が
、
惠
樋
雨
流
の
主
張
を
明
細
に
鱒
へ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
一
二
帖
抄
見
聞
」
や
「
御
譜
抄
一
の
如
き
も
の
で

？
、
、

１
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

は
な
い
。
即
ち
『
止
槻
は
法
華
を
能
樺
す
る
や
。
』
の
尋
ね
の
答
と
し
て
、
ま
づ
檀
那
流
に
雨
義
あ
る
密
畢
げ
て
い
ふ
。

、
、
、

『
竹
林
房
静
嚴
ノ
義
二
一
写
、
非
率
能
鐸
一
ｏ
弘
云
窪
嘩
齢
故
１
知
ル
ー
部
之
丈
、
共
一
成
菫
圓
乘
開
椛
ノ
妙
槻
老
・
弘
云
圭
幸
埼
今
約
幸
卜

法
華
ノ
迩
理
一
。
止
観
《
是
し
法
華
ノ
迩
門
分
也
。
法
華
卜
者
、
記
云
計
挫
一
蹴
、
況
ャ
法
華
之
號
、
不
雫
専
言
う
一
門
一
。
不
螺
整
一
束
惹
本
迩
↓
、

不
し
名
診
法
華
↓
。
故
遡
齢
知
ノ
恥
淵
外
、
圭
醒
能
窪
ス
苦
渦
華
↓
舵
上

、
、
や

慧
光
房
永
辨
ノ
義
二
云
、
能
緯
也
。
以
雲
一
大
部
↓
相
二
配
鳶
大
意
。
騨
名
・
入
文
判
樺
言
玄
義
ハ
鐸
聿
首
題
五
字
司
故
二
緯
名
也
。
文
句
入

、
、
、
、
、
、
１
、
、
、
、
、
、
Ｔ
、
、
、
、
、
ｖ
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
ｖ

文
判
樺
也
。
止
棚
ハ
正
一
一
須
琴
大
意
蔀
、
大
意
ト
ハ
者
槻
心
也
。
止
槻
公
槻
二
達
ス
本
迩
雨
段
法
門
是
レ
行
者
ノ
ー
念
イ
ト
、
故
一
大
意
也
。
前
唐

○
０
０
Ｏ

院
ノ
本
迩
洲
心
《
一
云
、
天
台
大
師
ノ
弘
證
法
華
経
々
大
意
・
輝
名
。
入
文
ノ
三
門
ア
リ
。
止
槻
ノ
十
章
卜
大
意
ノ
五
略
郊
經
ノ
大
意
也
。
玄
義
ノ
五
章
ノ

七
番
共
解
卜
五
重
各
読
卜
恥
經
ノ
題
目
也
。
文
句
ノ
四
番
卜
四
極
消
総
卜
恥
緯
ノ
神
通
心
起
上
。
醗
翠
見
豐
如
峠
此
ノ
文
理
↓
、
止
観
一
部
ハ
皆
準
琴
法

○
ｏ
Ｏ
Ｏ

華
堯
建
二
立
熟
章
段
君
謂
ク
準
宰
序
品
ノ
通
別
二
序
一
、
止
槻
二
開
率
序
ノ
六
段
老
父
準
華
待
絶
ノ
ー
妙
垂
釜
相
待
絶
待
二
穂
ノ
止
観
》
・
準
幸
本

迩
二
門
一
、
分
。
妙
解
妙
行
ノ
ー
段
↓
。
一
部
十
章
、
皆
依
ユ
ー
法
華
一
分
明
也
ｏ
故
一
妙
樂
ノ
記
云
巻
橦
対
方
一
知
癖
、
止
観
一
部
ハ
是
レ
法
華

、
一
、
、
Ｐ
、
、
、
、
、

三
味
之
筌
蹄
ナ
ル
ー
ラ
。
將
産
捕
読
妙
法
ノ
魚
兎
ぐ
須
尹
止
観
ノ
筌
蹄
↓
・
故
一
法
華
ノ
能
繰
会
墨
、
不
し
足
し
致
望
疑
診
。
何
二
況
ャ
止
襯
一
一
開
窺
十
章
司

初
一
一
立
尹
大
意
ノ
ー
章
一
、
正
シ
ク
是
レ
彰
季
法
華
ノ
大
意
↓
ル
ラ
也
。
誕
准
』
（
三
六
）

、
、
、
、
、
、
、

つ
ぎ
に
惠
心
流
に
ま
た
雨
義
あ
る
を
出
し
て
い
ふ
。

、
勺
、
、
、

『
當
流
ノ
義
墨
云
、
非
孝
法
華
ノ
大
意
言
此
毛
亦
有
副
義
義
少
ク
異
奇
。

、
》
、
、

止
槻
院
ノ
恥
鍛
一
義
表
、
止
槻
ｅ
法
華
全
隠
一
ナ
ル
故
二
非
率
能
樺
一
也
。
繰
尊
出
↓
雛
山
一
、
一
大
事
ノ
因
縁
診
読
シ
妙
法
斗
・
天
台
在
毒
玉
泉
一
、

、
、
、
、
、
や
、
、
０
０
０
、
、
、

己
心
所
行
ノ
法
，
宜
誼
止
槻
壱
鷲
山
ノ
法
華
恥
部
誹
泉
寺
ノ
止
槻
捗
り
。
故
１
不
酔
堕
垂
能
緯
所
樺
ノ
異
一
也
。
粟
田
口
心
焚
ノ
義
睾
云
、
玄
義
・
文
句
ハ

「
立
正
棚
抄
」
に
對
寸
ろ
疑
議
に
就
い
て

三

五



「
立
正
淑
抄
」
に
對
す
る
疑
議
に
就
い
て
三
六

、
、

假
毒
在
世
ノ
教
味
マ
判
雪
代
ノ
教
相
司
故
二
法
華
ノ
能
樺
也
。
止
槻
ハ
是
レ
大
師
己
心
所
行
ノ
法
門
、
更
二
不
し
假
雲
在
世
ノ
教
味
煮
何
ソ
可
咳

、
、
、
、
、
、

○
○
○
○

、
、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、

一
覇
法
華
ノ
能
繰
斗
耶
。
呪
ャ
就
毒
身
．
土
・
説
・
機
一
別
璃
之
ジ
、
則
チ
法
華
能
説
ノ
教
主
ハ
輝
尊
應
身
ノ
佛
果
、
所
居
ノ
土
ハ
同
居
鍵
山
、
所
被
〃
機
織
〈

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

一
代
蕊
聞
迂
廻
道
ノ
類
、
色
心
二
重
ノ
移
縛
ラ
爲
率
正
機
も
所
説
ノ
法
門
ハ
本
迩
二
段
ノ
妙
法
也
。
止
槻
能
説
″
教
圭
、
自
受
用
報
身
如
來
、

、
、
、

、
、
、
、

、
、
、

、
や
、
、
、
、
、

所
居
ノ
士
書
常
寂
光
ノ
妙
土
、
所
説
〃
法
門
夫
眞
猫
朗
ノ
法
龍
、
本
迩
未
分
ノ
内
證
、
所
被
ノ
機
直
入
圓
頓
、
本
迩
未
分
〃
頓
機
也
。
身
。

、
、
、
、

土
。
教
。
機
既
冬
別
ナ
リ
。
安
シ
ゾ
能
樗
ゞ
ラ
ン
乎
。
止
云
一
滝
塞
嘩
此
之
止
観
天
台
智
者
読
己
心
中
所
行
法
門
卜
。
己
心
〃
所
行
〈
、
非
》
依
經

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

立
行
ノ
法
一
、
非
考
法
華
ノ
能
樺
一
験
念
也
。
菱
言
於
此
旨
↓
、
玄
義
・
文
句
ハ
題
二
安
卦
法
華
ノ
言
》
、
止
観
題
琴
摩
訶
斗
不
嘩
書
。
法
華
も
叉
玄

、
、
、

義
。
文
句
一
引
コ
ニ
ハ
法
華
ノ
文
》
、
或
郊
一
至
此
ノ
經
皇
一
奇
卜
、
或
恥
一
至
經
ニ
ー
ョ
ト
。
止
槻
邦
一
至
法
華
↓
、
不
し
引
劫
此
ノ
維
斗
、
如
吟
此
ノ
等
ハ
寧
圃
非
嘩
顯
雲
二

、
、
、
、
、
１
，
、
＄
、

己
心
所
行
ノ
止
観
蝕
非
斡
珍
能
樺
一
耶
。
次
二
遮
讃
外
難
》
者
、
至
喰
一
至
毫
玄
義
ハ
繰
名
、
文
句
《
入
文
ｒ
故
學
須
謂
止
観
ハ
大
意
篭
者
、
凡
ソ
其
ノ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
や

以
彗
天
部
》
、
支
二
配
久
ル
ハ
大
意
等
ノ
ー
三
、
且
；
從
望
往
一
。
以
密
資
シ
言
瞬
之
ヲ
、
鐸
名
〃
外
一
一
無
聿
大
意
一
。
既
睾
以
毒
七
番
共
解
・
五
重
各

、
、
、
、
、

説
↓
、
鐸
一
妙
法
ノ
首
題
↓
、
談
三
部
始
維
ノ
大
綱
々
是
レ
緯
名
兼
宝
大
意
↓
也
・
例
セ
パ
如
泡
有
電
金
光
明
玄
義
卜
金
光
文
句
一
無
幸
金
光
止
観
一
、

有
謹
浄
名
玄
卜
淨
名
文
句
一
無
曙
淨
名
止
観
上
。
是
し
爲
評
鐸
名
兼
予
大
意
一
也
。
叉
而
存
考
文
理
↓
遮
苓
言
一
外
難
君
立
部
文
理
↓
者
、
荊
溪
消
孝

止
観
明
靜
ノ
文
↓
一
言
衆
生
ハ
本
有
明
靜
之
艘
、
諸
佛
ハ
修
得
止
観
之
用
卜
ｏ
心
獅
ハ
櫛
、
紳
伽
ハ
恥
跡
ｏ
湾
鍋
斡
、
維
副
心
柵
一
脈
評
織
趨
孝
ん
瀞

、
、
、
、
、
、
、
、
、

佛
ノ
所
論
、
緬
ュ
劣
率
於
止
槻
一
也
。
止
一
云
誇
惟
峰
樺
鴬
し
知
、
止
槻
《
諸
佛
之
師
ナ
リ
、
以
才
法
常
チ
ル
ジ
蚊
藷
佛
娼
亦
常
ナ
！
。
諸
佛
ハ
止
槻
シ

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
可
、
、
、
、

爲
琴
師
成
道
、
法
華
是
第
子
読
法
、
豈
及
毒
師
禮
聖
乎
。
藥
外
難
署
・
前
唐
院
窪
凱
率
啼
鐸
諜
『
浄
封
営
一
シ
ラ
非
嘉

、
、
、
、
、
、

理
ノ
義
門
言
有
諏
云
、
言
幸
能
繰
寸
者
、
是
し
附
季
頴
説
法
華
一
。
覺
大
師
ノ
鐸
ハ
、
約
琴
根
本
法
華
一
鐸
零
大
意
斗
也
。
以
三
種
ノ
法
華
↓
對
議
一
『

三
大
塾
、
心
紳
紳
加
湾
勤
準
韮
辮
泳
陣
獅
恥
泳
瀞
脚
涛
奉
が
濟
僻
弍
燕
瀞
等
瀞
群
笹
蝉
鯲
室
綴
斌
淡
雪
。
粥
伽
訴

、
、
、
勺
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
○
０
０
○
０
０
０

論
、
腿
師
不
し
鱒
へ
。
天
台
猫
リ
天
機
秀
發
シ
、
開
二
斌
系
十
軸
ノ
止
槻
↓
、
故
二
根
本
法
華
ノ
大
意
ナ
リ
。
山
王
院
ノ
繰
二
云
、
止
槻
ハ
是
三
世
諸
佛
ノ



、
、
Ｖ
、
、
、
、
、
、
、
や
、
、
、
、
○
○
○
０
０
Ｃ
Ｏ
０
０
Ｏ
Ｏ
ｏ
○
。
○
○
Ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ

師
、
本
佛
行
因
ノ
相
卜
。
此
ノ
本
佛
卜
者
、
非
孝
本
迩
相
待
ノ
本
堯
唯
本
無
作
ノ
内
證
、
當
位
即
妙
ノ
三
千
一
一
・
シ
テ
、
天
眞
猫
朗
診
云
琴
リ
本
佛
行
因
ノ

Ｏ相
↓
・
次
二
至
レ
ー
至
二
大
意
章
《
部
誹
法
華
ノ
大
意
苛
卜
者
、
只
是
し
止
覗
ノ
大
意
ニ
シ
テ
匪
毒
法
華
ノ
大
意
雲
。
括
二
總
異
始
維
土
暴
故
二
一
至
ナ
リ
大
意
も

止
云
↑
垂
垂
之
、
初
鐸
睾
大
意
》
蕊
一
括
参
始
絡
↓
、
冠
戴
ス
ト
初
後
↓
・
初
後
卜
者
十
章
、
始
絡
卜
者
止
観
一
部
夛
、
如
ク
潅
冠
ノ
而
戴
青
如
喧
袋
ノ

而
括
ル
、
故
一
名
シ
大
意
↓
、
雷
グ
是
レ
彰
蠕
謂
壺
ヲ
止
観
一
部
ノ
大
意
守
，
非
啄
謂
尹
’
一
ハ
法
華
ノ
大
意
十
唾
鉦
』
（
三
七
〕

ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
や
Ｖ
、
（
三
八
）

こ
れ
に
明
か
に
『
粟
田
口
心
賀
の
義
』
と
い
っ
て
ゐ
る
。
教
授
は
こ
の
「
奪
舜
見
聞
一
を
以
て
、
『
こ
の
間
の
消
息
を
鏡
ふ
べ
き
文
献
』
と

、
、
、
、
も
り
、
、
、
、
、
ｖ
、
、
勺
、
、
、
ｖ
、
ｖ
、
、
、
○
○
○
○
Ｏ
Ｏ
Ｏ
、
、
、
、
、

し
て
ゐ
ら
る
麓
の
に
依
る
と
、
お
そ
ら
く
奪
海
が
自
己
の
創
説
を
そ
の
相
承
の
師
た
る
心
裂
に
本
づ
け
て
粟
田
口
心
費
の
義
と
い
っ
た
の

、
、
、
、
、
Ｖ
、
、
勺
、
、
、
、
１
勺
Ｙ
、
、
、
、
、
、
１
や
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
Ｖ
、
、
、
、
、

を
、
尊
舜
等
は
爾
が
傳
へ
た
も
の
と
せ
ら
れ
た
か
、
ま
た
は
尊
海
の
創
説
と
い
っ
て
ゐ
た
の
で
は
，
『
田
舎
學
者
の
説
』
と
し
て
一
掃
せ

ら
れ
る
か
ら
、
尊
舜
の
頃
に
は
尊
海
の
師
の
心
賀
の
説
と
い
ふ
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
推
測
し
て
、
こ
の
咋
迩
癖
蝉
癖
錘
駁
池
檸
榊

勺
、
１
、
、
０
○
０
０
０
０
ｏ
Ｏ
Ｏ
○
○
○
０
０
０
○
０
０
０
○
０
ｏ

⑰
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△

の
で
な
け
れ
ば
、
「
二
帖
抄
見
聞
」
と
「
御
書
抄
」
に
よ
っ
て
、
尊
海
の
創
設
な
り
と
断
ぜ
ら
る
麓
こ
と
は
出
來
な
い
筈
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
ｖ

然
る
に
吾
等
の
見
る
所
は
こ
鯉
に
異
り
、
こ
の
「
尊
舜
見
聞
」
に
『
粟
田
口
心
賀
の
義
』
と
い
へ
る
も
の
は
、
雷
に
眞
相
を
博
へ
て
ゐ

、
、
、
、
、
８
、
０
０
０
Ｏ
○
Ｏ
ｃ
Ｏ
○
Ｏ
ｃ
○
０
０
０
０
０
０
Ｏ
ｏ
Ｏ
０
０
０
０
０
０
０
０
○
０
○
○
○
０
０
０
０
０
０
０
０
０

る
の
み
で
な
く
、
事
賞
は
粟
田
口
靜
明
の
義
を
心
賀
が
之
を
博
へ
、
更
に
尊
海
に
博
へ
た
こ
と
を
お
の
づ
か
ら
表
は
す
も
の
で
あ
っ
て
、

、
、
、
、
、
、
ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

決
し
て
尊
海
の
創
説
で
は
あ
る
ま
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
ば
何
故
に
爾
か
く
推
考
す
る
の
で
あ
る
か
と
い
へ
ば
、
若
し
「
光
撫
聯
睡
誰
》
二
ぱ
よ
れ
ば
、
元
來
悪
心
流
杉
生
流
は
、
流
組
皇
覺

、
、
、
、

の
弟
子
の
中
、
範
源
。
俊
範
と
傳
へ
た
の
を
正
統
と
し
、
能
眞
・
幸
鮠
と
博
へ
た
の
を
茜
渉
畔
舎
勢
与
い
ぶ
の
で
、
尊
海
の
師
の
信
尊
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
？
、

、
、
、
、
や
や
勺
ｖ

、
、
可
、
＄
や
、
、
、
、
、
や
り

そ
の
田
舎
義
と
艇
せ
ら
れ
る
こ
と
に
難
ん
で
、
重
ね
て
叡
山
に
上
り
、
俊
範
の
弟
子
の
燈
明
院
律
師
承
琉
か
ら
相
承
し
た
の
で
、
能
眞
四

（
鶴
Ｏ
》
泊

代
の
尊
海
も
、
ま
た
そ
の
畔
舎
韓
砂
脇
恥
且
つ
法
兄
氏
が
島
の
籏
海
が
登
叡
し
て
、
松
林
房
政
海
か
ら
相
承
せ
る
に
刺
激
せ
ら
れ
、
爾

、
、

、
ｖ
、
や
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
＄
、
、
、
、
、
、
、
、
、
勺
、
、
、
、
、
、
、
や
、
、
、
、
、
、
、

來
七
度
ま
で
も
登
山
し
て
心
賀
法
印
に
師
事
し
、
そ
の
四
度
目
の
延
慶
三
年
五
十
八
歳
に
し
て
七
箇
法
門
の
相
承
を
受
け
た
。
そ
の
時
に

「
立
正
淑
抄
」
に
對
す
る
疑
議
に
就
い
て

一

七



「
立
派
淑
抄
」
に
鋤
す
る
疑
磯
に
就
い
て
三
八

０
○
○
○
○
○
０
０
０
０
０
０
０
．
、
、
、
、

心
焚
が
『
た
ざ
一
人
來
れ
』
と
い
へ
る
に
係
ら
ず
、
政
海
の
弟
子
松
林
房
一
海
を
伴
う
て
來
た
か
ら
、
心
賀
が
立
腹
し
た
時
に
，
尊
海
が

、
、
勺
△
△
△
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｖ
、
秘
、
、
１
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

『
我
は
是
田
舍
衆
、
性
鈍
に
し
て
無
筆
な
り
、
大
事
の
法
義
誤
り
聞
き
落
さ
ば
罪
恐
れ
あ
り
、
彼
に
聞
き
害
せ
さ
せ
ん
が
爲
な
り
』
と
い
つ

、
、
、
、
、
、
、
、

勺
、
、
、
、
、

た
の
で
、
心
費
も
心
解
け
て
、
『
然
ら
ば
辿
も
の
事
に
、
上
総
の
明
淨
房
・
相
模
の
加
賀
殿
に
も
鑑
聞
あ
る
べ
し
』
と
い
っ
た
と
あ
る
。

●
●
●
勺
、
、

從
っ
て
こ
の
相
傳
害
た
る
「
二
帖
抄
」
の
奥
書
に
は

干
し
時
延
慶
三
年
庇
戊
七
矧
十
日
於
山
門
無
動
寺
常
樂
院
一
害
し
之
畢

樅
少
僧
都
尊
海
五
十
八
歳

杉
生
五
代
正
嫡
一
海
記

（
固
一
）
、
、
、
、
、
、
ｖ
、
ｖ
、
、
、
、
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△

と
あ
る
。
こ
の
時
に
心
賀
法
印
は
六
十
八
歳
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
み
づ
か
ら
田
舎
義
を
厭
ひ
謙
遜
し
、
専
ら
相
承
を
得
ん
こ
と
に
熱
烈

△
△
△
△
△
△
勺
、
、
や
１
勺
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
丁
、
、
、
、
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△

で
あ
っ
た
尊
海
、
こ
の
「
二
帖
抄
」
を
受
け
た
る
後
も
三
度
ま
で
登
叡
し
て
ゐ
る
、
眞
塾
敬
虚
な
る
尊
海
が
、
そ
の
相
承
の
師
の
心
賀
か

△
△
△
△
△
△
△
△
△
○
０
０
○
○
○
０
。
○
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｏ
○
、
、
、
、
、
、
Ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
Ｖ
、
、
、
、

ら
鱒
受
も
せ
ら
れ
な
い
新
し
い
州
舍
義
を
、
自
己
の
胸
臆
に
任
せ
て
造
り
出
し
、
こ
れ
を
以
て
仙
波
笠
印
の
法
門
三
箇
條
の
第
一
箇
條
に

Ｖ
、
、
０
○
○
Ｏ
○
○
○
０
０
０
０
○
。
０
０
Ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０
０
０
０
Ｏ
ｏ
Ｏ
○
○
△
△
△
△

置
い
て
、
こ
れ
心
裂
法
印
の
相
傅
を
得
た
仙
波
の
義
な
り
、
ま
た
は
尊
海
新
に
感
得
の
義
な
り
と
唱
へ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
進
だ
愛
な

△
△

、
、
、
、
、
、
、
や
、

○
Ｏ
Ｏ
Ｃ
○
○
．
０
、
、
、
、

こ
と
に
な
り
は
し
な
か
ら
う
か
。
普
通
の
心
理
學
的
推
考
か
ら
す
る
と
、
尊
海
が
六
十
歳
以
後
に
な
っ
て
、
人
格
が
急
に
一
愛
し
な
い
限

勺
、
、
、
や
、
、
、
、
、
１
、
、
、
、
、
、
、
１
、
、
、
、
、
、
、
や

り
は
，
ど
う
も
そ
ん
な
事
は
あ
り
得
な
い
や
う
に
想
は
れ
る
で
は
な
い
か
。

、
、
、
、
、
、
、
勺
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

で
は
そ
の
止
観
勝
法
華
説
が
、
な
ぜ
心
賀
相
傳
の
「
二
帖
抄
」
に
な
い
か
と
の
疑
ひ
は
、
そ
こ
で
當
然
出
て
來
る
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ

○
０
０
Ｏ
○
○
０
０
○

、
ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

●
●

は
な
い
の
が
あ
た
り
ま
へ
な
の
で
あ
る
。
と
い
ふ
の
は
、
こ
の
止
観
勝
法
華
説
は
心
賀
の
師
の
靜
明
の
新
義
な
の
で
あ
る
か
ら
、
『
杉
生

●
の
①
●

、
、
、
、
、
や
、
、
、
、
、
、
、
、
勺
、
、
、

五
代
正
嫡
』
と
名
乘
る
一
海
同
座
の
と
こ
ろ
で
談
歩
べ
き
筋
で
は
な
い
。
心
賛
は
岐
初
尊
海
唯
一
人
で
來
る
よ
う
と
い
っ
た
の
を
一
海
を

、
、
、
、
、
、
、
、
や
、
ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

同
道
し
た
か
ら
、
そ
れ
で
は
と
明
淨
と
加
焚
と
を
同
席
せ
し
め
た
。
こ
の
席
で
の
相
傳
は
、
お
そ
ら
く
政
海
の
繼
承
者
た
る
一
海
に
も
別



●
●
●
。
●
●
。
⑨
、
○
○
○
Ｏ
、
、
、
、
、
、
１
、
、
、
、
、

ま
づ
銘
一
の
着
眼
難
は
、
「
止
観
見
聞
」
に
『
粟
川
口
心
賀
の
義
』
と
い
つ
て
ゐ
る
こ
と
で
、
元
來
心
萱
は
正
親
町
宰
相
僧
都
と
い
は

、
？
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
Ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
＠
＠
、
、

れ
、
正
親
町
流
の
瓶
と
せ
ら
れ
、
粟
田
口
法
印
ま
た
は
大
佃
都
は
、
靜
明
を
呼
ぶ
こ
と
は
迩
途
の
例
で
あ
る
。
し
か
る
に
粟
田
口
心
賀
と

、
ｖ
、
、
、
、
、
、
？
１
＄
＄
、
ｖ
、
ｖ
、
、
、
ｖ
勺
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

呼
ん
で
ゐ
る
の
は
、
粟
田
口
靜
明
の
後
繼
者
と
し
て
、
そ
の
義
を
鱒
へ
た
こ
と
を
表
し
た
る
も
の
と
見
た
の
で
あ
る
。
そ
の
靜
明
は
固
爾

止
槻
勝
法
華
説
に
就
い
て
は
、
．
一
帖
抄
見
聞
」
や
「
御
書
抄
」
の
尊
海
創
始
説
は
、
尊
海
の
行
動
と
そ
の
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
る
性
格
上

に
は
安
當
で
な
く
，
一
’
尊
舜
見
聞
」
の
如
く
心
賀
の
義
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
奴
を
更
に
靜
明
の
義
で
あ
る
と
断
じ
、
一
‐
立
正
槻
抄
」
を

以
て
、
こ
の
靜
明
義
を
破
せ
ら
れ
た
も
の
と
す
る
の
は
、
抑
も
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ら
う
か
。

で
は
假
に
、
仙
波
笠
印
法
門
の
第
一
の
、
一
．
止
槻
ハ
法
華
ノ
允
意
二
非
ズ
、
依
經
立
行
ノ
法
二
非
ザ
ル
故
云
云
』
（
蝉
》
藤
、
『
岬
砺
蝿
雑

Ｖ
、
、
、

、
、

、
、
、
、

浄
鍛
鵜
婆
一
蕊
一
等
認
錫
伊
遥
は
、
止
槻
勝
法
華
義
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
心
賀
か
ら
相
博
し
た
も
の
と
し
て
も
、
そ
れ
を
更
に
靜
明

、
、
、
、
？
、
、
、
、
ｖ
、
勺
、
、
、
、
、
、
、
、

ま
で
測
っ
て
、
彼
の
創
説
と
す
る
の
は
何
故
で
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
が
、
次
に
問
題
と
な
ら
ぬ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

、
、
、
勺
や
、
、
、
、
？
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
●
●
●
●
●
●
●
●

に
異
論
の
な
い
、
杉
生
流
の
正
統
義
に
限
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
そ
の
以
後
に
お
い
て
、
尊
海
一
人
に
對
し
て
自
己
が
靜
明
か
ら
博

一
溶
勤
謝
鮮
誹
諏
溶
辱
心
獅
膨
渉
遡
謝
蓉
癖
》
海
か
ふ
か
学
ぞ
螂
泳
減
ず
か
癖
か
騨
塗
群
仲
野
鯲
識
嘩
癖
函
鋺
、
帥
司
泳
騨
岬
曄

ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｃ
ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ
②
④
、
＠
、
。
、
、
⑥
。
、
＠
、
、
、
Ｖ
や
、
、
、
、
、
、
、

任
せ
て
、
田
舎
義
と
せ
ら
れ
る
の
茜
悌
ら
ぬ
ほ
ど
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
彼
の
七
度
の
住
山
も
あ
る
ま
い
し
、
弟
子
豪
海
が
ま
た
登
叡
し
て
、

＄
、
、
、
、
、
、
、
、
ｖ
、
、
、
勺
、
、
、
、
。
。
。
０
０
０
ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ

心
聰
・
心
圓
か
ら
相
傳
す
る
な
ど
と
い
ふ
風
習
も
、
自
然
存
し
な
い
筈
で
は
な
い
か
。

「
立
正
籾
抄
」
に
對
す
る
疑
議
に
就
い
て

２
、
何
に
よ
っ
て
止
槻
勝
法
華
説
は
靜
明
の
新
義
な
ら
ん
と
推
考
す
る
か

九



「
立
正
糎
抄
」
に
對
す
る
疑
議
に
就
い
て

四
○

Ｖ
、
や
、
、
、
、
、
、
、
勺
、
、
、
、
、
勺
、
勺
、
、
（
圃
二
）
、
、
勺
、
？
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

房
辨
圓
か
ら
達
磨
蝉
を
相
承
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
止
観
勝
法
華
説
を
始
唱
す
る
に
應
は
し
い
人
物
な
の
で
あ
り
、
ま
た
心
賀
が
靜

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
や
、
、
、

明
か
ら
印
可
せ
ら
艇
た
の
は
、
弘
安
九
年
そ
の
四
十
四
歳
の
時
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
よ
り
十
二
年
前
の
文
永
十
二
年
に
心
賀
が
止
観
勝
法

、
、
、
、
勺
、
、
ｂ
ｙ
、

１
、
ｖ
、
、
、
ｖ
Ｔ
Ｖ
、
ｖ
、
勺
Ｔ
Ｖ
Ｔ
Ｖ
、
勺
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

華
な
ど
の
新
義
を
立
て
る
筈
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
當
時
の
悪
心
流
杉
生
流
の
正
嫡
を
受
け
て
ゐ
た
靜
明
の
義
で
な
け
れ
ば
な
ら

、
一
、

、
、
、
℃

な
い
。
さ
う
考
へ
て
「
噂
舜
見
聞
」
の
粟
田
口
心
焚
の
義
な
る
身
・
土
・
説
・
機
の
四
に
亙
っ
て
、
止
槻
勝
法
華
劣
を
主
張
す
る
説
を
見

０
０
。
○
。
０
０
ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
○
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ
○
０
０
０
０
０
Ｃ
Ｏ
Ｏ

、
や
、
、
、
、

る
と
、
あ
れ
ほ
ど
整
っ
て
は
ゐ
な
い
が
、
「
立
正
槻
抄
」
の
所
破
に
は
、
土
を
除
い
た
他
の
三
つ
を
含
ん
で
ゐ
る
。
蓋
し
文
永
十
二
年
の

、
Ｖ
、
、
、
、
、
勺
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

０
０
０
０
０
○
○
Ｏ
Ｏ
ｏ

Ｙ
、
、
、
勺
、
、
、
、
、
ｖ

頃
は
、
靜
明
が
ひ
そ
か
に
新
義
を
立
て
は
じ
め
た
頃
で
、
こ
の
學
説
が
未
整
理
始
唱
の
時
で
、
そ
こ
へ
恰
も
最
蓮
房
が
佐
渡
か
ら
歸
っ
て

、
や
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
Ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｖ

、

京
都
三
條
京
極
の
房
に
居
て
、
ふ
と
そ
の
新
義
を
直
接
に
か
間
接
に
か
聞
知
し
て
、
こ
れ
を
聖
人
に
報
知
し
來
っ
て
御
意
見
を
求
め
、
聖

ｖ
や
、
、
、
、
、
Ｖ
、
、
ｖ
、
、
、
、
、
、

人
こ
れ
に
お
答
へ
に
な
っ
た
の
が
「
立
正
槻
抄
」
で
、
天
台
宗
こ
と
に
當
時
悪
心
流
杉
生
流
正
嫡
の
學
匠
の
新
説
を
、
逸
早
く
聞
知
し
た

０
０
０
○
○
Ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
０
０
０
０
０
０
Ｃ
Ｏ
○
○
０
０
０
０
０
０
ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

こ
と
に
よ
っ
て
、
最
蓮
房
の
台
家
に
お
け
る
學
的
位
置
を
も
推
想
し
得
く
し
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
詳
細
は
嘗
て
二
十
九
年
前
に
「
妙

宗
」
誌
上
に
論
じ
て
置
い
た
。
（
甑
熱
岬
湖
」
）

●
●
●
●
●
●
、
可
、
、
、
、
１
勺
、
、
、
、
Ｖ
、
勺

第
二
の
着
眼
黙
は
、
忠
尋
著
と
箸
し
て
ゐ
る
一
‐
法
華
略
義
見
聞
」
巻
中
の
四
重
興
慶
の
下
に
、
左
の
文
が
あ
る
。

、
、
●
●
●
●

『
私
癖
麺
口
，
於
吟
之
有
コ
ニ
蕊
一
。
穂
那
院
ノ
義
云
、
迩
門
ハ
努
ノ
槻
心
也
ｏ
迩
門
ノ
教
シ
、
行
者
ノ
心
地
一
引
當
ァ
槻
ズ
鋒
が
故
二
、
槻
心
ノ
大
教

興
島
本
ノ
大
教
亡
ス
ト
云
也
ｏ
榊
悔
院
ノ
毒
一
云
癖
心
、
今
ノ
槻
心
卜
者
、
本
門
ノ
中
ｊ
観
心
也
ｏ
本
地
無
作
ノ
三
身
夛
心
地
一
引
當
テ
、
槻
ズ
ル
ヵ
故
一

●
●
●
●
◎

槻
心
卜
云
也
。
當
流
ノ
相
承
一
云
、
今
親
心
ノ
大
教
卜
者
、
葬
墾
奉
糸
奉
陣
捧
恥
ノ
鯵
罪
暉
紳
ノ
緋
い
呼
埋
一
）

以
下
一
重
二
重
三
重
の
疑
を
出
し
、
そ
の
第
三
重
の
答
の
中
に
左
の
文
が
あ
る
。

『
先
ヅ
四
重
興
陵
ヲ
可
し
得
し
心
。
三
周
得
悟
ノ
謎
聞
、
妙
法
華
已
前
ニ
シ
テ
證
幸
但
筌
ノ
理
↓
、
至
毒
法
華
ノ
迩
門
一
入
認
初
住
眞
因
ノ
位
青
尚
亦
有
副

○
０
０

始
蝿
始
成
ノ
思
毛
故
二
爲
宰
迩
門
も
至
毒
本
門
涛
裁
言
始
テ
聞
シ
本
地
久
成
ノ
旨
老
如
砂
此
ノ
爾
前
・
迩
門
・
本
門
卜
次
第
異
多
故
二
。
風
幸
顯
説



一一

更
に
第
四
重
の
難
の
後
に

Ｖ
、
ｖ
、

や
ｖ
、
、

。
Ｏ

傅
教
大
師
ノ
四
重
興
隆
日
記
二
云
、
一
家
〃
教
槻
二
亦
有
。
四
極
一
。
一
ニ
ハ
爾
前
ノ
大
教
、
ニ
ー
ハ
迩
門
ノ
大
教
、
三
ニ
ハ
本
門
ノ
大
教
、
四
貢
槻
心
ノ

大
教
チ
リ
。
師
前
ノ
大
教
走
ク
是
レ
隠
密
法
華
、
恥
迩
ノ
ー
一
元
錘
ハ
楚
し
鯛
諭
湾
鎚
ｏ
紳
嘩
〃
か
葬
心
ク
捧
宰
伽
浄
ノ
紳
燕
稗
識
↓
。
咋
嘩
琴
紳
い
ノ

。
Ｏ
や
坪
浄
詐
議
坪
鯵
即
牢
鑿
一
、
鮮
添
識
侭
鉾
、
宇
謬
卜
譲
〃
琴
宇
墨

、
、
ｖ
ｖ
、
、
Ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
や
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
１
、
、
、
、
、
勺
、
、
、
、
、
、
、
、

と
あ
る
ｏ
こ
れ
は
粟
田
口
靜
明
が
、
「
摩
訶
止
観
」
を
以
て
自
受
用
身
報
土
の
説
に
し
て
、
直
達
の
機
の
爲
め
に
説
け
る
根
本
法
華
な
り

、
、
や
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
立
つ
る
思
想
を
明
か
に
語
っ
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
か
。
お
よ
そ
此
の
「
略
義
見
聞
」
中
老
に
は
「
十
妙
生
起
次
第
事
」
の
下
に
『
私

（
岡
六
）
（
門
七
）

云
嘩
田
』
と
引
き
、
下
巻
に
も
「
十
界
互
具
事
」
の
下
に
『
粟
田
ロ
ノ
決
一
蓬
と
引
き
、
更
に
ま
た
同
じ
く
忠
尋
著
と
署
せ
る
「
法
華
文

句
要
義
聞
書
」
第
七
の
絡
に
は
、
『
喋
田
私
一
蓬
の
下
に
、
方
便
品
の
十
如
是
に
就
い
て
、
『
皇
晃
和
尚
の
云
く
』
と
し
て
三
個
相
傅
と
い

ふ
も
の
影
畢
げ
、
山
家
大
師
の
秘
傳
、
行
者
三
世
本
末
一
念
究
寛
の
決
な
る
も
の
を
載
せ
、
そ
の
次
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
や
、
Ｖ
、
や
、
、
、
、
Ｖ
、

『
物
語
二
云
、
先
穂
ノ
中
二
忠
尋
。
皇
提
成
二
就
嘉
此
行
君
租
師
法
印
数
年
雌
し
修
雫
此
ノ
行
↓
不
二
成
就
若
予
先
年
三
年
龍
山
ノ
時
、
横
川
ノ
新

院
ニ
シ
テ
修
毒
此
ノ
行
君
要
ハ
如
二
生
死
一
大
事
ノ
相
承
も
本
末
究
寛
ノ
文
ぅ
所
依
ト
ス
墨
が
故
二
、
逐
一
加
密
之
ラ
開
示
悟
入
。
凹
佛
知
見
、
悉
地
經
ノ
四

《
画
八
）

相
院
ノ
意
也
。
蘇
悉
地
二
四
種
ノ
衆
生
開
シ
佛
知
見
て
四
種
ノ
衆
生
卜
者
四
曼
衆
生
也
。
』

、
、
、
ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
可
、
、
、
、
や
、
、

と
間
密
一
致
で
結
ん
で
ゐ
る
が
、
靜
明
が
『
租
師
法
印
』
と
い
ふ
の
は
即
ち
俊
範
の
師
の
範
源
法
印
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
法
華
略

９
や
、
１
９

義
見
聞
」
は
巻
尾
に
頭
拠
光
類
聚
私
」
と
も
副
題
し
て
ゐ
る
。
又
い
は
ゆ
る
軍
渓
光
類
聚
」
も
、
節
一
巻
に
教
に
重
糞
あ
り
と
て
、
一
に

「
立
砿
淑
抄
」
に
對
す
る
疑
議
に
就
い
て
四
一

、
、
勺

溌
鋤
一
。
穐
恥
海
蕊
ノ
乱
職
ハ
雄
飛
ノ
恥
識
ユ
シ
テ
奎
ク
紬
率
纈
錘
翌
。
蜂
堀
述
ノ
ル
ー
塾
迩
ス
ル
猟
唾
ノ
遥
恥
↓
心
。
然
竺
十
重
顯
本
ノ
中
、
住
迩
顯

、
、
、
や
、
、
勺
、
勺

、
、
、
ｖ
、

本
者
本
迩
待
對
ノ
願
本
也
ｏ
住
本
顯
本
二
有
豐
一
種
一
。
一
ニ
ハ
本
地
無
作
ノ
住
本
顯
本
、
二
二
雄
法
盈
常
住
ノ
住
本
顯
本
、
三
一
八
諸
法
未
分
ノ
住

奉
顯
奉
哨
榊
誕
溝
零
津
泳
泳
偽
加
熱
苧
呼
斡
手
奉
永
猛
緋
譲
碓
ね
零
葬
跡
鰯
）



惠
心
流
は
惠
心
・
覺
超
・
勝
範
・
長
豪
・
忠
尋
か
ら
杉
生
法
橋
皇
覺
に
傳
へ
た
。
皇
覺
は
藤
原
頼
長
の
曾
孫
左
衞
門
佐
基
俊
の
子
で
あ

（
天
三
〉

る
が
、
法
脈
を
そ
の
従
弟
左
近
衞
少
將
季
通
の
子
の
範
源
に
傳
へ
た
。
範
源
は
之
を
眞
弟
子
の
俊
範
に
傳
へ
、
俊
範
は
之
を
眞
弟
子
の
靜

（
五
門
）

明
に
傳
へ
た
。
靜
明
は
眞
弟
子
に
仁
承
が
あ
っ
た
が
不
器
で
あ
っ
た
と
見
え
て
、
之
を
心
斑
に
鱒
へ
た
。
心
賀
は
靜
明
の
女
婿
で
あ
る
と

以
上
の
所
引
に
よ
っ
て
靜
明
が
止
観
勝
法
華
の
説
を
爲
し
た
で
あ
ら
う
こ
と
は
、
ほ
ざ
こ
れ
を
推
考
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、

次
に
は
、
そ
れ
が
如
何
に
し
て
室
町
中
世
以
後
に
至
っ
て
、
山
上
に
明
か
で
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

「
立
派
槻
抄
」
に
對
す
る
疑
議
に
就
い
て
四
二

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
ｖ
、

○
Ｏ

應
同
局
情
ノ
教
を
爾
前
帯
椛
ノ
經
と
し
、
二
に
破
開
局
情
ノ
教
を
迩
門
ノ
所
談
と
し
、
三
に
本
覺
ノ
教
を
本
門
俗
諦
常
住
ノ
教
と
し
、
四
に
直
顯

○
○
○
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｏ
Ｃ
０
０
○
○
０
０
Ｃ
Ｏ
０
０
０
０
○
○
０
０
０
０
。
、

眞
實
ノ
教
を
今
ノ
心
要
所
顯
六
郎
十
章
／
文
字
言
句
な
り
と
し
、
佛
意
内
證
、
根
本
法
華
本
迩
未
分
不
思
議
法
然
ノ
自
鰐
な
り
と
し
て
、
止
観

鋺
坤
壷
稚
迩
趣
錘
恥
葬
転
地
と
捻
丸
箪
一
悪
に
「
遼
源
反
本
事
」
の
下
で
は
、
傳
教
大
師
晨
旦
に
お
い
て
五
箇
の
法
門
を
傳
ふ
と
て
、
一

△
△
△
△
△
（
五
。
）

心
三
槻
・
一
念
三
千
・
止
槻
大
旨
・
法
華
深
義
の
外
に
第
五
に
兼
票
達
隣
宗
と
畢
げ
、
第
四
巻
に
は
、
山
家
大
師
唐
朝
よ
り
二
箇
の
宗
義

を
傳
曇
一
示
教
と
宗
旨
と
な
り
。
宗
教
と
は
顯
読
法
華
・
依
経
立
宗
、
宗
旨
と
は
総
和
辮
識
・
織
伽
麺
静
な
り
。
玄
義
。
文
句
は
宗
教
、
止

△
△
△
△
△

槻
は
宗
旨
、
檀
那
流
は
宗
教
分
依
經
立
宗
を
博
へ
、
惠
心
流
は
宗
教
は
依
經
立
宗
、
宗
旨
は
依
心
立
宗
と
傳
ふ
。
達
磨
傳
來
の
法
門
は
佛

△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
五
一
）

心
の
法
門
、
止
槻
の
説
己
心
中
所
行
法
門
と
は
亦
伽
心
か
浬
咋
な
り
と
て
、
止
槻
は
本
迩
超
過
、
圓
禰
一
致
な
り
の
説
を
し
て
ゐ
る
が
、

（
零
一
一
一
）

俊
範
法
印
な
ど
の
破
祁
の
思
想
と
は
全
く
異
る
も
の
で
、
同
じ
く
忠
零
と
い
へ
る
前
所
引
の
「
法
華
略
義
見
聞
」
等
の
靜
明
義
と
頗
る
相

ｆ

似
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
吾
等
は
此
の
「
法
華
略
義
見
聞
」
「
同
聞
書
」
「
文
句
要
義
聞
書
」
「
漢
光
類
聚
」
等
の
書
を
以
て
、

、
、
、
、
、
、
、
や
、
、
、
や
、
。
Ｃ
Ｏ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｏ
○
、
、
、
、
、
、
、
、

靜
明
邊
に
お
い
て
文
字
化
せ
ら
れ
、
多
く
彼
の
思
想
の
混
入
せ
る
も
の
で
あ
ら
う
と
老
へ
る
の
で
あ
る
ｏ

３
、
何
故
に
後
の
叡
山
に
靜
明
説
が
跡
を
絶
ち
仙
波
に
之
を
残
す
に
至
っ
た
か



何
か
で
見
た
が
今
記
憶
せ
ぬ
。
心
賀
は
心
聰
に
傳
へ
、
心
聰
は
心
榮
愈
銅
禄
緬
一
）
に
傳
へ
、
心
榮
は
心
琉
・
心
源
に
陣
へ
た
と
し
て
、

、
、
、
、
、
、
（
五
五
）
、
、
、
、
、
、
、
、
や
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
＄
、
？
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

「
慧
檀
雨
流
血
脈
」
の
心
琉
の
下
は
断
絶
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
心
源
は
開
東
金
讃
檀
林
の
第
二
瓶
で
、
初
祇
豪
海
も
心
聰
か
ら
印
可
を
受

、
、
、
、
（
五
六
）
、
、
、
、
、
、
、
、
３
、
、
や
ｖ
、
や
、
、
、
勺
、
、
、
、
、
、
、
、
勺
、
、
、
ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
０
０
０
０
Ｃ
Ｏ
Ｏ

け
て
ゐ
る
。
こ
の
心
源
の
系
脈
か
ら
後
世
天
海
僧
正
や
、
「
先
徳
記
」
の
著
者
定
珍
な
ど
も
出
て
ゐ
る
か
ら
、
心
賀
の
系
統
は
山
上
に
絶
え

０
０
○
○
Ｏ
、
Ｔ

Ｖ
、

た
と
見
え
る
。
心
聰
は
嘉
暦
四
年
愈
噸
）
に
華
園
法
皇
に
．
帖
抄
」
を
奉
献
し
た
。
法
皇
は
之
に
對
し
て
一
鐙
の
抄
を
書
さ
れ
て
心
圓
に

下
さ
れ
た
。
心
圓
之
を
書
篇
し
て
、
豪
海
に
授
け
た
の
は
貞
治
六
年
（
端
）
で
あ
蕊
こ
の
頃
山
上
に
は
、
か
の
住
本
青
大
師
に
七
箇

、
、

△
△
△
△
△
△
△
、
、
、
、
、
ｖ
、
、
、
ｖ
、
ｖ
ｖ
（
五
八
）
●
●

の
法
門
を
授
け
た
圓
賞
房
法
印
直
兼
が
、
『
感
心
流
ノ
宗
督
在
”
我
一
』
と
い
っ
て
ゐ
た
。
ま
た
同
じ
く
俊
範
・
靜
明
の
系
脈
を
受
け
た
行
泉

房
成
蓮
は
東
塔
北
構
嘩
も
居
て
「
尊
舜
見
聞
」
に
『
止
観
法
華
全
鵠
一
ナ
公
蚊
一
、
非
才
能
澤
一
也
』
と
説
く
、
止
概
勝
法
華
否
認
論
者
で
あ

●
●
⑦

、
、
Ｖ
、
、
、

０
０
０
Ｏ

△
△
勺
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
が
、
こ
の
人
の
末
は
榮
蓮
・
能
蓮
・
勤
蓮
と
綾
い
て
行
泉
房
流
で
あ
る
。
俊
範
門
の
政
海
の
後
は
一
海
・
承
海
・
充
海
・
圓
海
・
救
海

０
０
０
０
０
０
０

Ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
、

△
△

と
土
御
門
御
門
跡
流
と
し
て
綾
い
た
。
こ
れ
ま
た
止
槻
勝
法
華
を
ゆ
る
さ
ぬ
。
靜
明
の
子
の
仁
承
の
子
靜
範
は
、
相
當
の
法
器
で
あ
っ
た

、
、

、
、
（
六
○
》

と
見
え
、
靜
明
の
弟
子
維
遜
か
ら
受
法
し
て
法
印
椛
大
僧
都
に
進
ん
だ
、
そ
の
弟
子
に
慈
能
が
あ
る
が
こ
れ
ま
た
止
概
勝
法
華
義
で
は
な

、
、

い
ら
し
い
。
散
た
「
御
書
抄
」
に
出
て
ゐ
る
東
塔
北
谷
の
定
源
も
悪
心
流
杉
生
流
の
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
自
然
の
時
は
い
ふ
が
信
仰
は
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
＄
、
、
、
、
、
、
勺
、
ｖ
、
１
Ｖ
、
ｖ
Ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、

い
と
は
、
靜
明
義
は
知
っ
て
ゐ
た
が
、
今
日
で
は
其
の
説
を
い
ふ
者
は
山
上
に
な
く
、
田
舎
に
の
み
存
す
る
と
い
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
東

お
ほ
り
つ
し

（
六
一
）

塔
北
谷
は
元
來
は
檀
那
流
の
慧
光
房
大
律
師
澄
豪
の
居
た
虎
だ
か
ら
檀
那
流
が
多
い
が
、
惠
心
流
が
な
い
で
は
な
い
。
現
に
惠
心
僧
都
の

「
枕
壁
紙
」
に
附
せ
る
松
全
島
儲
り
『
弔
叫
悌
榊
溺
曜
俸
承
者
の
、
東
塔
北
谷
敦
王
房
叡
憲
も
、
師
の
良
憲
慈
護
房
も
同
じ
北
谷
に
住
し

＄
、
、
、
１
、
、
、
、

、
や
、
、
、

（
六
三
》
、
勺
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

て
ゐ
た
。
そ
し
て
三
十
四
條
の
第
四
條
の
相
承
に
は
、
『
翻
心
ノ
意
者
、
迩
本
雨
説
恥
只
是
衆
生
ノ
ー
念
ノ
心
也
。
法
華
一
部
ノ
腿
ハ
、
本
自
ラ

０
○
○
０
０
０
０
○
○
○
○
○
Ｏ

璽
衆
生
ノ
己
噂
。
故
毫
翔
、
法
華
諸
法
ノ
總
蝉
，
。
衆
生
赤
藷
湾
拙
蝉
リ
，
：
：
鍋
罪
誰
錘
離
鐸
識
呼
咋
紳
／
織
岬
』
ハ
酸
説
い
て
、

、
ｖ
や
、
、

、
、
Ｖ
Ｔ
ｌ
勺

法
華
止
棚
同
一
艘
読
で
あ
っ
て
成
迩
と
異
ら
ぬ
。
即
ち
止
概
は
本
迩
二
門
に
亙
る
と
い
ふ
悪
心
流
の
正
読
な
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
山

「
立
正
棚
抄
」
に
對
す
裁
疑
誠
に
就
い
て

四

三



、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

以
上
の
如
く
歴
史
的
考
察
を
下
す
時
は
，
止
槻
勝
法
華
説
は
、
「
二
帖
抄
見
聞
」
や
「
御
譜
抄
」
の
如
く
、
尊
海
創
説
と
す
る
こ
と
の

、
、
、
Ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
Ｖ
、

む
し
ろ
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
淺
井
教
授
が
こ
の
一
義
に
よ
っ
て
「
立
正
槻
抄
」
に
加
へ
ら
れ
た
疑
議
は
‐
も

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｖ
、
勺
、
、
、
、
、
Ｖ

は
や
解
消
せ
ら
れ
い
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
そ
し
て
身
延
の
本
抄
古
篇
本
の
奥
書
を
老
へ
る
時
は
、
吾
等
の
曾
て
の
考
察
が
甚
だ
當
を

、
、
、
、
、
恥
、
、
、
、
、
、
、
、
、

得
て
ゐ
る
こ
と
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る
。

「
立
正
籾
抄
」
に
鋤
す
る
疑
磯
に
就
い
て
四
四

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
勺
や
、
＄
、
、
、
勺
ｖ
、
ｖ
、
、
、
、
、
、
勺
、
ｖ
、
や
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

上
に
は
、
室
町
中
期
以
後
心
賀
の
系
統
が
絶
え
る
と
共
に
、
止
観
勝
法
華
劣
説
は
跡
を
絶
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
こ
で
後
の
山
上
學
者
は
之

、
、
、
、
、
、
、
ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
誤
っ
て
、
尊
海
の
創
説
と
老
へ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
筒
じ
得
ら
虹
る
の
で
あ
る
。

佐
渡
か
ら
歸
京
し
た
最
蓮
房
は
、
聖
人
と
同
門
な
り
し
靜
明
が
、
止
槻
勝
法
華
な
ど
い
ふ
恐
ろ
し
い
新
義
を
、
密
か
に
唱
へ
て
ゐ
る
こ

と
を
知
っ
て
、
之
を
聖
人
に
報
じ
た
。
そ
こ
で
聖
人
が
之
を
破
し
て
正
槻
を
示
さ
れ
た
と
あ
れ
ば
、
甚
だ
自
然
だ
が
‐
聖
人
滅
後
に
仙
波

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
や
、
、
、
や
、
、
、
、
、

尊
海
が
、
か
塗
る
新
義
を
唱
へ
出
し
た
と
し
て
も
、
果
し
て
偽
書
を
作
っ
て
之
産
破
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
程
の
必
要
が
、
あ
り
得
る
か

ど
う
か
と
い
ふ
こ
と
も
、
ま
づ
考
へ
ね
ば
な
ゐ
ま
い
。
勿
論
、
こ
の
靜
明
義
に
影
響
せ
ら
れ
て
、
富
士
の
「
本
因
妙
抄
」
な
ど
の
信
書
も
、

作
ら
れ
た
も
の
と
吾
等
は
信
じ
て
ゐ
る
が
、
一
鵲
に
僑
書
と
い
ふ
も
の
は
、
そ
の
用
語
・
文
鰐
、
文
脈
。
文
勢
、
文
氣
・
文
格
に
お
い
て
、

、
勺
、
、
、
、
、
、
勺
、
、
、
、
、
、
、
、
、

到
底
眞
を
摸
す
る
こ
と
の
出
來
ね
も
の
が
あ
る
。
「
立
正
槻
抄
」
は
、
尊
海
が
心
賀
の
相
承
を
受
け
た
延
塵
一
年
裁
趨
）
か
ら
、
一
鐸
内
」

の
定
め
ら
れ
た
應
永
の
頃
（
窪
醗
匪
）
ま
で
に
偽
作
せ
ら
れ
た
と
す
る
に
は
、
第
一
そ
の
必
要
の
あ
っ
た
事
が
疑
は
し
く
、
塞
一
に
之
を
億

結

ノ

垂
函



作
し
得
る
人
が
求
め
に
く
い
。
況
や
内
容
に
お
い
て
、
眞
作
た
る
こ
と
の
肯
定
せ
ら
る
べ
き
前
述
の
如
き
幾
多
の
理
由
が
あ
る
を
や
。

な
ほ
こ
れ
に
附
随
し
て
い
ふ
べ
き
こ
と
も
多
い
が
、
最
早
送
ら
れ
た
紙
が
な
く
な
っ
た
か
ら
、
、

（
一
〕

（
一
一
）

〔
一
二
〕

（
四
〕

（
五
）

（
｛
〈
）

（
七
）

つ
八
〕

（
九
〕

（
一
○
）

（
一
一
）

（
一
一
一
〕

（
一
二
一
）

Ｑ
四
）「

立
正
淑
抄
」
に
對
す
る
疑
議
に
就
い
て

大
崎
學
報
鋪
九
十
二
雛
（
三
三
頁
）

傅
教
大
師
全
築
第
三
巻
（
六
六
一
、
六
八
三
頁
）

敬
光
山
家
正
統
學
則
巻
下
（
近
世
佛
敏
集
読
本
二
七
頁
）

前
田
無
雲
天
台
宗
大
要
〔
全
集
第
二
、
二
二
頁
）
．

島
地
大
等
天
台
教
學
史
（
五
一
四
頁
）

上
杉
丈
秀
日
本
天
台
史
（
五
○
五
頁
、
七
一
二
頁
）

日
滿
日
満
抄
〈
日
蓮
宗
々
學
全
書
興
門
集
二
○
四
頁
）

日
隆
本
門
弘
經
抄
第
百
二
巻
〔
日
隆
聖
人
全
集
第
十
一
巻
六
頁
）

日
修
蕊
流
正
博
抄
巻
四
本
へ
日
蓮
宗
々
學
全
書
本
妙
法
華
宗
部
二
三
二
頁
〕

日
導
祀
謹
綱
要
剛
略
（
日
蓮
宗
全
書
本
二
○
’
二
二
頁
、
一
四
六
頁
等
々
〕

大
崎
畢
報
前
揚
號
〔
四
八
頁
）

大
崎
畢
報
前
掲
號

同
前
（
六
五
頁
〕

二
帖
抄
見
聞
巻
中
（
天
台
宗
全
書
本
二
○
七
頁
）

御
書
抄
巻
二
十
五
（
日
蓮
宗
全
番
本
下
巻
一
五
八
○
頁
〕

以
上
を
以
て
棚
筆
す
る
こ
と
に
す
る
。

ｌ
昭
和
一
三
．
一
○
・
八
１

四
五



（
一
五
）

〔
一
一
ハ
）

（
一
七
）

（
一
八
〕

（
一
九
）

（
二
○
）

（
一
一
一
〕

（
一
一
一
一
〕

〔
一
一
二
一
）

（
二
四
〕

（
二
五
〕

〔
一
一
ニ
ハ
）

（
二
七
）

（
二
八
）

（
二
九
）

〔
三
○
）

（
一
二
一
）

（
一
二
一
一
） 「

立
疋
糎
抄
」
に
對
す
る
疑
議
に
就
い
て

天
台
宗
名
目
類
聚
抄
巻
一
（
天
台
宗
全
審
本
七
五
頁
）

敏
舜
摩
訶
止
観
見
聞
巻
一
（
大
日
本
佛
教
全
替
本
一
八
頁
）

島
智
良
圃
頓
法
印
尊
海
へ
日
蓮
聖
人
研
究
第
一
巻
四
八
八
頁
）

大
崎
學
報
前
掲
號
（
五
三
頁
）

山
川
智
應
日
蓮
聖
人
傳
十
講
（
五
九
二
頁
）

同
人
長
瀧
智
大
本
化
聖
典
大
露
林
（
中
巻
一
五
五
七
頁
〕

同
人
三
大
秘
法
概
説
（
四
七
頁
）

側
潮
本
化
別
頭
佛
組
統
紀
〔
側
蓮
宗
全
番
本
上
巻
二
六
五
・
六
頁
）

同
番
（
同
本
上
巻
一
九
八
頁
）

同
書
（
同
本
上
巻
二
○
一
頁
）

日
向
金
銅
薬
十
巻
及
附
鋒
（
日
蓮
宗
“
學
全
書
乾
坤
二
冊
〕

日
潮
前
掲
書
（
同
本
上
巻
一
九
八
頁
）

同
盤
（
同
本
上
巻
二
六
六
頁
）

日
興
富
士
一
跡
門
徒
存
知
事
（
日
蓮
宗
々
學
全
書
興
奪
全
集
八
八
頁
〕

日
常
本
尊
聖
教
鐙
（
日
蓮
宗
々
學
全
書
上
聖
部
一
八
三
頁
）

日
祓
本
尊
聖
教
鋒
（
同
前
四
○
四
頁
）

日
金
日
什
門
徒
建
立
由
緒
〔
日
蓮
宗
γ
學
全
譜
顯
本
法
華
宗
部
一
○
四
頁
）

稽
田
海
素
日
電
聖
人
全
集
巻
二
Ｑ
七
三
五
頁
）

四
六



（
一
二
一
二
〕

〈
三
四
）

〔
三
五
）

（
一
二
六
）

〔
三
七
）

（
三
八
）

（
三
九
）

（
四
○
）

（
四
一
）

（
四
二
）

（
四
三
）

（
四
四
〕

（
四
五
）

（
四
六
）

〔
四
七
）

（
四
八
〕

（
四
九
）

〔
五
○
）「

立
正
籾
抄
」
に
對
す
る
疑
議
に
就
い
て

高
祀
遥
交
鋒
（
縮
刷
一
○
六
八
頁
、
類
纂
一
五
九
七
頁
）

同
書
（
縮
刷
一
○
六
九
頁
、
獅
纂
一
五
九
九
頁
）

日
住
本
尊
抄
見
聞
篤
本
身
延
文
雄
蔵
（
日
蓮
宗
全
響
本
御
番
抄
巻
中
一
五
八
○
頁
冠
註
）

尊
舜
前
掲
番
（
前
何
本
一
六
・
七
頁
）

同
番
〔
同
本
一
八
・
九
頁
）

大
崎
學
報
前
掲
雛
〔
五
二
頁
）

定
珍
日
本
大
師
先
徳
明
匠
記
（
國
書
刊
行
曾
綴
々
群
書
類
従
巻
十
二
）

烏
智
良
前
掲
書
（
前
同
本
四
八
七
頁
）

同
書
（
同
本
四
八
七
・
八
頁
）

師
錬
元
亨
騨
書
巻
七
（
新
訂
輔
補
國
史
大
系
第
瀞
一
巻
二
二
頁
）

忠
零
法
華
略
義
見
聞
繧
中
（
大
日
本
佛
教
全
書
本
、
四
○
頁
）

同
書
（
同
本
同
頁
）

同
書
（
同
本
四
一
頁
）

同
謀
（
同
本
同
頁
）

同
番
〔
同
本
七
○
頁
〕

忠
難
法
華
文
句
要
蕊
聞
書
鋪
七
（
前
同
本
二
○
一
・
二
頁
）

忠
奪
漢
光
類
聚
館
一
巻
（
大
日
本
佛
激
全
書
本
四
・
五
頁
〕

同
譜
第
三
巻
（
同
本
八
○
頁
〕

四
七



（
五
一
）

（
五
二
〕

（
五
三
〕

（
五
四
〕

〔
五
五
〕

（
五
六
）

（
五
七
）

（
五
八
）

（
五
九
）

（
六
○
〕

へ
一
〈
一
〉

（
《
ハ
ー
ー
〕

（
一
ハ
ー
ニ
）

へ
六
四
〕

（
追
記
本
篇
は
、
「
尊
舜
見
聞
」
の
『
粟
田
口
心
賀
ノ
義
二
云
筐
を
、
二
十
九
年
前
よ
り
の
所
案
の
如
く
、
靜
明
の
義
を
心
賀
が
繼

承
せ
る
も
の
故
に
、
然
か
窪
け
り
と
の
見
地
よ
り
考
究
せ
し
も
、
こ
は
ま
た
『
粟
田
口
・
心
賀
ノ
義
一
云
ク
』
に
て
、
靜
明
及
び
心
賀
の

義
と
も
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
或
は
此
の
方
が
眞
を
よ
り
多
く
得
て
ゐ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
二
・
二
六
）

「
立
派
獅
紗
」
に
對
す
る
疑
織
に
就
い
て

同
書
第
四
巻
（
同
本
一
○
九
．
二
○
・
二
一
頁
）

山
川
智
應
日
蓮
聖
人
研
究
巻
一
（
一
三
○
頁
）

御
子
左
冷
泉
系
園
（
國
書
刊
行
會
本
系
岡
綜
覧
第
二
冊
一
九
七
頁
）

同
書
（
同
本
一
九
八
頁
）

望
月
信
亨
佛
教
大
年
表
帯
宗
派
系
譜
日
本
天
台
宗
所
牧

島
智
良
前
掲
識
（
前
同
本
四
九
六
。
七
頁
）

同
書
〔
同
本
四
九
五
・
六
頁
）

日
大
日
大
直
兼
台
當
問
答
記
（
日
蓮
宗
々
學
釜
書
興
門
集
三
一
七
頁
）

尊
舜
前
掲
書
へ
前
同
本
一
八
頁
）

成
迩
以
下
系
圃
慧
檀
雨
流
血
賑
。
先
蕉
明
匠
記
・
御
子
左
冷
泉
系
園
審
取

箪
舜
前
揺
識
〔
前
同
本
一
八
頁
）

隷
心
枕
製
紙
（
大
日
本
佛
敦
全
書
一
乗
要
決
外
十
四
部
一
○
六
頁
以
下
〕

同
書
〔
同
本
一
二
五
頁
）

同
書
（
同
本
一
○
八
。
九
頁
）

四
八


